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は じ め に 

 

自動車安全運転センターでは、平成 23 年度から、自動車の運転に係わる基本的な安

全運転行動の再確認を行うことを目的に、ドライブレコーダーによって記録された映像

の中からこの目的に合致する特徴的なものを選定して、交通安全教育 DVD を作成して

います。 

交通事故死者数は減少傾向にありますが、高齢者が占める割合は極めて高い水準で推

移しており、高齢者の場合は、被害者となる事故のみならず、自身が自動車運転中に起

こす事故も大きな問題となっています。そこで、平成26年度は、高齢者が当事者となる

交通事故を防止するため、「交通安全教育DVD『シニアドライバーの安全運転』」を作

成しました。 

このDVDでは、高齢運転者の身体機能の変化や、事故の特徴を踏まえ、「出会い頭事

故」、「追突事故」、「右左折時の事故」を取り上げ、それぞれの場面での安全運転を考え、

ドライブレコーダーに残された危険場面の映像から、どのような点に注意すれば良いの

かを解説しています。さらに、安全運転中央研修所の教官により、安全運転の方法をわ

かりやすく、具体的にどのように運転したらよいのか、特に注意するポイントはどこか

など、事故に巻き込まれない運転をわかりやすく実践的に紹介しています。 

本報告書はこれらの調査研究の結果をとりまとめたものであり、作成した DVD や指

導ガイド等が各種の安全運転教育の場において広く活用いただければ幸いです。 

本調査研究にご参加くださり、ご指導いただいた委員の皆様並びにご協力いただいた

関係各位に深く感謝の意を表します。 
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第１章 調査研究の概要 

１－１ 調査研究の目的 

近年の高齢化により、65 歳以上の運転免許保有者は年々増加し、高齢運転者による交通事故が

増加している。高齢者の交通事故は、高齢者が運転する自動車事故だけでなく、高齢者が自転車

で走行中の事故や歩行中の高齢者が事故にあう場合も少なくない。 

そこで、高齢者が当事者となる交通事故防止に役立つ視聴覚教材「交通安全教育ＤＶＤ」の作

成を行う。作成するＤＶＤでは、自動車運転中だけでなく、二輪車や自転車の運転や歩行時の交

通安全にも役立つように配慮する。 

作成する「交通安全教育ＤＶＤ」は各種の安全運転教育の場において広く活用してもらうこと

を目的とする。 
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１－２ 調査研究の構成 

（１） 調査研究の流れ 

調査研究の流れは、図 1-1の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-1 調査研究の全体フロー 

①「交通安全教育ＤＶＤ案」を作成するための企画案の作成 ②交通事故等の映像シーンの収集

③事故防止解説のための映像撮影

④「交通安全教育ＤＶＤ案」の編集・作成

⑤中央研修所の研修における「交通安全教育ＤＶＤ案」の視聴・評価

⑥「交通安全教育ＤＶＤ案」、「指導ガイド」及び「冊子」のとりまとめ

関連既存調査研究、
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図 1-1に示した各調査項目の内容は、以下の通りである。 

①「交通安全教育ＤＶＤ案」を作成するための企画案の作成 

これまでの高齢者の交通事故に関する調査研究、交通事故統計データなどを概観し、どのよう

な映像が効果的であるかを検討し、ＤＶＤのシナリオ（構成）案を作成する。なお、高齢運転者

の一時不停止、駐車場事故、逆走などにも注目して検討する。 

 

②交通事故等の映像シーンの収集 

上記①で作成した企画案に合致した映像を、ドライブレコーダー等で記録された映像から４種

類以上、各３シーン以上収集する。 

 

③事故防止解説のための映像撮影 

事故防止を解説するために、自動車安全運転センター安全運転中央研修所（以下、「中央研修

所」という。）の模擬市街路等で、事故を防止するための安全運転方法などの映像を撮影する。 

 

④「交通安全教育ＤＶＤ案」の編集・作成 

上記②及び③で収集した事故映像、安全運転方法の映像の他、一般道における交通風景等の実

映像を収集し、 撮影できないシーンについては、アニメーションまたはＣＧ等を使った図説等

を作成してこれらの映像に加えて、企画案に沿った「交通安全教育ＤＶＤ案」を編集・作成する。  

 

⑤中央研修所における「交通安全教育ＤＶＤ案」の視聴・ 評価 

中央研修所の研修生及び研修所教育関係者の合計10人以上に対して「交通安全教育ＤＶＤ案」

の視聴を行い、評価を得る。 

 

⑥「交通安全教育ＤＶＤ案」、「指導ガイド」及び「冊子」のとりまとめ 

上記⑤を踏まえ、「交通安全教育ＤＶＤ案」の修正を行い、安全運転教育の場で活用できる「交

通安全教育ＤＶＤ」と、指導者等が映像の解説等で使用する「指導ガイド」、研究結果をまとめ

た「冊子」を作成する。 

作成する資料等は、以下の内容である。 

・「交通安全教育ＤＶＤ」の作成  

ナレーター等による交通事故の概要・要因や交通事故防止のための解説を加えたものとし、

通常画質とする。映像の他、静止画像、グラフ、テロップなどを加えた複数のチャプターか

ら構成し、各チャプターは数分から 10 分程度で、全体で 20 分から 25 分程度の録画時間と

する。 

・「交通安全教育ＤＶＤ(ダイジェスト版)」の作成 

制作した「交通安全教育ＤＶＤ」の概要を説明した映像を制作する。内容は２～３分程度

の録画時間とする。 

・「指導ガイド」及び「冊子」の作成 

「交通安全教育ＤＶＤ」 の映像に沿ったもので、 交通事故を防止するための解説と指 

導方法等を踏まえたもので、写真、イラスト等でレイアウトしたカラー20 頁程度のものとす

る。また、調査研究成果をまとめた「冊子」を作成する。 
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（２）委員会の開催 

本調査研究では、有識者による委員会を設置した。委員会では、事務局で作成した各種資料に

対する協議や、各関係機関の立場からの知見を教示いただいた。委員会は、以下の日程・内容で

３回開催した。 

第１回委員会 平成 26年８月８日（金） 

調査研究の趣旨確認 

  ＤＶＤ企画案の検討 

 

第２回委員会 平成 26年 12 月２日（火） 

  交通安全教育ＤＶＤ試作版の視聴・評価 

 

第３回委員会 平成 27年２月 10日（火） 

  報告書案の検討 
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第２章 「交通安全教育ＤＶＤ案」を作成するための企画案の作成 

 ２－１ 企画案の作成方針 

 ドライブレコーダー等で撮影されたヒヤリハットや交通事故の状況映像を利用した安全運転

教育用ＤＶＤを制作するにあたり、次のような方針で制作することとした。 

 

（１）利用者層（視聴者）の想定と配慮 

 今回作成する「交通安全教育ＤＶＤ」は高齢者を視聴のターゲットとする。 

高齢者の交通安全教育を考えると、自動車を運転する「高齢運転者」だけでなく、「高齢者が

運転する二輪車（バイク）」、「高齢者が運転する自転車」、「高齢歩行者」に向けた安全運転教育

も考慮の対象となる。 

ただし、高齢者の交通行動全般を均等に網羅すると内容が広範囲にわたり、訴求点が明確にな

らないものと考えられる。また、交通事故のほとんどの第１当事者は自動車であり、まずは、自

動車運転者の安全教育が事故削減に最も効果的と考えられる。 

そこで、今回は「高齢自動車運転者」の安全教育を中心テーマとし、交通弱者である、二輪車、

自転車、歩行者に対する交通安全教育については補足的な位置づけとする。 

なお、「交通安全教育ＤＶＤ」作成にあたり、具体的に次のような点を考慮する。 

① 運転者研修等に利用しやすいよう、また、受講者の飽きがこないように全体の録画

時間を 20～25分程度とする。 

② 高齢者の集中力を考慮し、可能な限り５～10分程度のチャプター構成とし、数回に

分けての視聴を可能とする。 

③ 一時停止の必要性などで、単に「止まりなさい」ではなく、止まることの必要性、

止まることによる安全面での意味などを解説し、「なぜ、そうしなければならないの

か」についても解説する。 

④ 教育対象者の運転車種は限定しないが、主に乗用車を運転する運転者の教育を主眼

として内容を検討する。ただし、高齢者が二輪車、自転車の運転中、あるいは歩行

中に留意すべき点等についてもふれることとする。 

 

（２）ＤＶＤの構成 

 今回の安全運転教育用ＤＶＤのテーマは高齢者に向けた内容であり、高齢者に多い事故である

「出会い頭事故」、「追突事故」、「右左折時の事故」の防止方法を中心に構成する。ＤＶＤの大き

な構成は次の通りである。 

① はじめに（オープニング） 

② テーマ１ 出会い頭事故防止のために 

③ テーマ２ 追突事故防止のために 

④ テーマ３ 右左折時の事故防止のために 

⑤ テーマ４ 後退時の事故防止のために 

⑥ テーマ５ その他の注意点 

⑦ おわりに（エンディング） 
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２－２ 映像シナリオの構成 

 上記の構成に沿ってドライブレコーダー映像を収集し、作成したシナリオが表 2-1～2-6 であ

る。 

表 2-1 シナリオ素案（その１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内容 映像

●　64歳以下の交通事故件数は過去10年間で約40%
減少している一方、65歳以上の高齢運転者の事故件
数は約17%増加しています。

年齢別事故
件数（H15＝
100とした指
数）の推移
（64歳以下と
65歳以上の
比較）

●　年齢層別免許保有者10万人当たりの交通事故件
数は、20代～50代までは年を重ねる毎に減少傾向で
すが、60代以降増加傾向に転じています。

年齢層別免
許保有者10
万人当たり
の交通事故
件数のグラフ

高
齢
運
転
者
に
多
い
事
故
／

高
齢
に
な
る
と
多
く
な
る
事
故

●　65歳以上の高齢者で多い事故は「出会い頭」（65
歳以上で30.6％）、「追突」（同22.7％）、「右折」（同
9.5％）です。この傾向は64歳以下の若年層でも同様
です。

●　上記の３項目で合計62.7％と３分の２近くを占めて
います。

●　その他、高齢になるにつれ増加する事故は「出会
い頭」を筆頭に、「車両単独事故」、「右折」、「後退
時」、「左折」の事故です。

年齢別（64
歳以下・65
歳以上）の
事故類型積
層棒グラフ

●　加齢に伴い、視力の低下やブレーキに対する反
応時間の遅れが発生します。

●　その他、緑内障などの眼疾患により、視野欠損や
視野狭窄が生じると、交通事故の危険性はますます
高まります。

●　緑内障は40歳以上の20人に１人が罹患していると
され、加齢に伴い増加傾向にあります。

●　視野狭窄や視野欠損は、本人の自覚が難しく、無
自覚のまま運転することは非常に危険です。
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表 2-2 シナリオ素案（その２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内容 映像

は
じ
め
に

●　今回はこれら高齢運転者の事故の特徴を踏まえ、
「出会い頭」、「追突」、「右左折」、「後退時」の事故に
着目して、どのような点に注意すれば事故を防げるの
かを考えます。

●　ドライブレコーダにより実際に記録された上記の事
故を紹介し、高齢運転者の安全運転について確認し
ます。

ドライブレ
コーダの紹
介映像およ
び、導入部
のイメージ映
像

一時停止線
で止まらず、
のろのろと交
差点進入し
た結果、左
から来た自
転車に接
触。

駐車場より
一時停止線
で止まらず
に道路に進
行しようとし
た軽自動車
に高齢者が
運転する自
転車が接
触。

事
故
防
止
の
た
め
の
注
意
点

●　一時停止には、交差点付近を通行する他の車両
や、二輪車、歩行者、自転車などに、自分の存在を知
らせると言う重要な役割があります。

●　自分だけが安全を確認できれば良いのではありま
せん。周囲に自身の存在をアピールすることで、相手
も危険に備えることができるのです。

停止線の手
前で停止す
ることにより
周囲の車
両、自転車、
歩行者に自
身の存在を
認知させる。

●　２つの映像に共通することは、一時停止線でしっ
かり止まって安全確認をせず、徐行運転のまま交差点
に進入し事故を起こしていることです。

●　高齢運転者にかかわらず、長い運転経験上、何ら
問題がなかったことにより、一時停止線の手前でしっ
かり停止せず、安全確認が甘くなっている運転者は多
いものです。

●　また、このような運転者に限って、自分はしっかり
安全確認をしていると思ってることが多く、問題です。

●　出会い頭の事故は死亡率も高く、重大事故になり
やすいです。

本
編
へ
の
導
入

出
会
い
頭
事
故
防
止
の
た
め
に

一
時
停
止
の
重
要
性

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
映
像
事
例

映像イメージ大
項
目

小
項
目

解説内容の概要
中
項
目
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表 2-3 シナリオ素案（その３） 

 

 

 

 

 

 

  

内容 映像

出
会
い
頭
事
故
防
止
の
た
め
に

一
時
停
止
の
重
要
性

事
故
防
止
の
た
め
の
注
意
点

●　一時停止線の手前で必ず停止する。

●　一時停止は完全に停止することが重要です。速度メータが
「０」になった事を確認の後、左右の安全確認を行うと停止して
いる時間は少なくとも３秒は必要です。

●　交差道路側が一時停止の交差点であっても、見通しの悪
い交差点は、徐行する。→見通しの悪い交差点の通過方法事
例の紹介

●　漫然一時停止（停止はするが、安全確認をしていない）や
交差点の見落としに注意が必要です。

●　相手が「譲ってくれるだろう」ではなく、相手に譲ることが大
切です。

★　二輪車（バイク）を運転される方も同様の注意が必要です。

★　自転車を運転される方、道路を歩かれる方は、一時停止を
しっかりせず安全確認が甘い運転者が多いことに注意し、自身
の安全確認を確実に実行して下さい。

★　一時停止表示があれば自転車も停止が必要です。

停止線で
しっかり止ま
らない車両
の挙動と、停
止線の手前
でしっかり止
まる車両の
挙動の比較
映像等

前車が自転
車の横断に
気づき急ブ
レーキをか
け、追突しそ
うになった映
像。

信号待ち右
折時に前の
車が急停止
し追突した
映像。

事
故
防
止
の
た
め
の
注
意
点

●　充分な車間距離を取ることで、運転に余裕ができ、追突し
そうな状況に遭遇しても充分に対応する時間ができます。

●　車間距離が短いと視界のほとんどを前を走行する車が占め
てしまい危険です。車間距離をとることで、前方の視界が確保
され、道路標識や信号等を確認しやすくなります。

●　漫然運転にならないように（考え事をしたり、同乗者との会
話に夢中になったりせず、運転に集中する）。

●　わき見運転をしないように。

●　信号の変わり目に急ぐと前車に追突してしまう危険性があり
ます。

●　加齢に伴い、視力の衰えやブレーキなどへの反応時間は
遅くなります。身体機能の衰えは余裕を持った運転でカバーし
て下さい。

★　なお、二輪車（バイク）を運転される方も自動車と同様、車
間距離を充分保って下さい。

車間距離が
短い場合と
長い場合の
視界の違い
を映像で説
明。

映像イメージ大
項
目

小
項
目

解説内容の概要

追
突
事
故
防
止
の
た
め
に

車
間
距
離
を
空
け
る
こ
と
の
重
要
性

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
映
像
事
例

●　車間距離が短いと、前車が急ブレーキをかけた時に追突し
てしまう恐れがあります。

●　信号の変わり目に急ぐと前車に追突してしまう危険性があり
ます。

中
項
目

■完全に停止す
ること！
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表 2-4 シナリオ素案（その４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内容 映像

追
突
事
故
防
止
の
た
め
に

車
間
距
離
を
空
け
る

こ
と
の
重
要
性

事
故
防
止
の
た
め
の
注
意
点

●　充分な車間距離の目安として「車間時間2秒以
上」と憶えて下さい。

●　車間時間「2秒」の測り方
　例えば、前を走る車が「電柱」を通過したとして、その
通過の瞬間を「0」とします。
　そして、自分の車が同じ「電柱」を通過するまでに「2
秒以上」数えることができることができれば車間時間が
2秒以上あることになります。ただし、「1、2(イチ、ニ)」と
数えると実際の2秒間より短い場合があるため、数える
ときは「0、1、0、2(ゼロ、イチ、ゼロ、ニ)」と数えましょ
う。

車間時間２
秒を実際の
運転場面で
実施。
車内より目
標物を定
め、通過時
に２秒数える
映像。

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
映
像
事
例

●　右折時の事故は高齢運転者に限らず、多いで
す。

●　しかし、右折時の事故は加齢に伴い増加傾向にあ
ります。

右折先道路
の横断歩道
を横断する
歩行者に気
付かず、急
停止する。

事
故
防
止
の
た
め
の
注
意
点

●　右折小回りをすると、前方の視界が狭くなり、右折
先道路の横断歩行者や自転車を見落とす危険性があ
ります。

●　右折時の右側は見にくいため意識して確認するこ
とが必要です。ただし、見にくい右側のみに意識が集
中してしまい左側から来る歩行者や自転車への注意
が疎かにならないよう、左右バランス良く確認をするこ
とが重要です。

●　信号の替わり際に無理な右折をしないこと。

●　信号を無視して横断する歩行者・自転車の存在に
注意が必要です。

★　このように、自動車は右折時に右側が死角になる
場合があります。横断歩道を渡る際は自動車のこのよ
うな特性に配慮することが重要です。

右折小回り
をすると前方
の視界が狭
くなり、横断
歩行者自転
車を見落と
すことがあ
る。

左
折
時
の
事
故
防
止
の
た
め
に

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
映
像
事
例

●　左折時の事故は加齢に伴い増加傾向です。 左折時右側
から自転車
が来て接
触。

映像イメージ

右
左
折
時
の
事
故
防
止
の
た
め
に

右
折
時
の
事
故
防
止
の
た
め
に

大
項
目

中
項
目

小
項
目

解説内容の概要



-10- 

 

表 2-5 シナリオ素案（その５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

内容 映像

右
左
折
時
の

事
故
防
止
の
た
め
に

左
折
時
の
事
故
防
止
の
た
め
に

事
故
防
止
の
た
め
の
注
意
点

●　左折時の左側巻き込みに対する注意だけでなく、
左折先道路を右側より横断する歩行者・自転車を見落
とさないよう注意を払うことが重要です。

●　左折時の左側はピラーにより死角が生じるため意
識して確認することが重要です。

●　信号を無視して横断する歩行者・自転車の存在に
注意が必要です。

★　自動車の左側は運転者にとって死角となりやすい
場所です。バイクや自転車を運転する方は、できるだ
け自動車の左側に入らないよう心がけて下さい。また、
横断歩道を渡る際にも自動車側からは左側が見にくい
ため、自身が渡る前に、先に通過させるなどの対処が
交通安全には重要です。

左折時に左
折先道路を
右側より横
断する歩行
者・自転車
に注意す
る。

後退時に電
柱に衝突。

客（高齢者）
がタクシーを
降り、カバン
に財布をし
まっていたと
ころ、乗って
きたタクシー
が方向変換
中後退し、
客をはね飛
ばす。

事
故
防
止
の
た
め
の
注
意
点

●　加齢に伴い、腰をひねって後方を目視することが
面倒になり、ついミラーのみの確認となりがちですが、
後方を目視で確認することは非常に重要です。

●　死角に注意（小さな子どもは見えないなど）。実際
に孫を事故死させた例もあります。子どもを同乗させる
場合、駐車スペース内で車両が完全停止するまで、子
どもを車内に入れておくことが重要です。もし、それ以
前に子どもを下車させたらその動きにも注意が必要で
す。

●　周囲の安全確認をしてから後退を開始する。

●　スピードを落とし、窓を開けて、目と耳で安全確
認。同乗者がいれば誘導してもらう。

後退時に正
しく後方の安
全確認をす
る映像

後
退
時
の
事
故
防
止
の
た
め
に

後
方
を
目
視
す
る
こ
と
の
重
要
性

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
映
像
事
例

●　後退時の事故も加齢に伴い増加傾向にあります。

●　２つの映像の共通点は後退時の安全確認をミラー
のみで行い、目視をしていないということです。

映像イメージ大
項
目

小
項
目

解説内容の概要
中
項
目
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表 2-6 シナリオ素案（その６） 

 

 

 

 

 

 

  

内容 映像

そ
の
他
の
注
意
点

お
わ
り
に

●　運転経験を積むと運転技量の向上だけでなく、不
安全な行動をも学習してしまうことをご存じでしょうか。

●　今までの運転で何ら問題が無いと、自分の勝手な
判断で安全確認の手を抜いたり、道路標識を無視した
りする運転者は多いものです。

●　不安全行動の学習は、無意識のうちに蓄積してし
まい、自分自身では手抜きをしているつもりが全くない
ということが問題です。

「
不
安
全
行
動
の
学
習

」
を
自
覚
し
て
下

さ
い

。

中
項
目

映像イメージ大
項
目

小
項
目

解説内容の概要

●高速道路での逆走について

●視力低下のサイン：車両がへこみ始める

●健康管理の重要性（視力・視野検査、認知症対策、その他）
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第３章 交通事故等の映像シーンの収集 

 交通安全教育用ＤＶＤに使用するドライブレコーダー映像は、自動車技術会／東京農工大学及

び株式会社 JAF MATE 社の協力を得て収集した。その他、一般インターネット映像サイト等に公

表されているドライブレコーダー映像を収集し、使用の可能性を検討した。 

 収集した映像は 30 を超えたが、その中から今回制作するＤＶＤの主旨に合い、かつ、使用許

諾を得ることが可能な映像を選択し、最終的には以下の６映像を交通安全教育用ＤＶＤに使用す

ることとした。 

表 3-1 交通安全教育用ＤＶＤに使用するドライブレコーダー映像 

使用場面 映像イメージ 映像内容 

（１）出会い頭の事故を防止

するために 

〜① 一時停止の重要性〜 

 

 

直線道路からＴ字路を左折時に、停止線

で止まらず左から来た自転車と接触した映

像。 

（１）出会い頭の事故を防止

するために 

〜② 駐車場出口における一

時停止の重要性〜 

 駐車場から歩道に出るとき、歩道の手前

で一時停止を怠り、自転車を運転する高齢

者に接触した映像。 

（２）追突事故を防止するた

めに 

〜車間距離を空けることの

重要性〜 

 前を走る車が、自転車の横断に気づき急

ブレーキをかけ、追突しそうになる映像。 

（２）追突事故を防止するた

めに 

〜車間距離を空けることの

重要性〜 

 右折待ちをしていて、前の車が動き出し

たので、右折しようと前進したが、前の車

が急停止したため追突した映像。 

（３）右左折時の事故を防止

するために 

〜①右折時の事故防止〜 

 交差点右折時に右折先道路の横断歩道を横断

する歩行者に気付かず、急停止した映像。 

（３）右左折時の事故を防止

するために 

〜②左折時の事故防止〜 

 左折しようとして、左折先道路の右側から来

る自転車を見落として接触した映像。 
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第４章 事故防止解説のための映像撮影 

 今回のテーマである高齢運転者の事故防止のために、どのような運転や対応をすべきか等の実

映像を中央研修所において撮影した。撮影にあたっては、中央研修所の教官の協力を得て、安全

な運転方法等の撮影を行った。 

 中央研修所での撮影は以下の日程で実施した。 

 撮影日：平成 26年９月 14 日（日）、同年９月 15 日（月）の２日間 

 天候：両日共に晴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-1 中央研修所での撮影状況 

 

 

第５章 「交通安全教育ＤＶＤ案」の編集・作成 

 委員会で検討したシナリオ案に基づき、ドライブレコーダー映像、中央研修所での撮影映像及

び説明用図・グラフ、ＣＧ映像等を編集して「交通安全教育ＤＶＤ案」を編集・作成した。 
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第６章 中央研修所における「交通安全教育ＤＶＤ案」の視聴・評価 

６－１ 調査実施の概要 

（１）目的 

普段から高齢者の運転を指導しており、また、高齢者向けの「交通安全教育ＤＶＤ」を活用し

ている高齢者講習を担当している教習所指導員等から、仮編集版の「交通安全教育ＤＶＤ」の評

価を得て、改善課題を抽出することを目的とする。 

 

（２）調査実施の概要 

中央研修所の研修に参加している教習所の指導員（以下「教習所指導員」という。）10 人、中

央研修所の教官（以下「中央研修所教官」という。）９人、合計 19 人を対象に調査を実施した。

教習所指導員は高齢者講習を担当していることを、中央研修所教官は教習所で指導員の経験を持

つことを条件に協力依頼をした。 

調査の実施概要は次の通りである。 

調査実施日時：平成 27年１月 21日（水）17時 45分～18時 50 分 

調査実施場所：中央研修所視聴覚教室 

映像提示方式：上記教室のプロジェクターを使用 

約 26 分の「交通安全教育ＤＶＤ案」を７チャプターに分けて対象者に視聴してもらい、全部

で 28 シーンの評価を依頼した。調査項目は以下の通りである。 

 回答者の属性（性別、年齢） 

 指導員としての経験年数、高齢者講習指導員としての経験年数 

 高齢者に取ってわかりやすい内容だったと思いますか？ 

 【わかりにくいと評価した場合】わかりにくい具体的内容（自由記述） 

 高齢運転者に対する教育項目として重要ですか？ 

 高齢運転者の安全運転に効果的と思われますか（高齢者に注意喚起できるか）？ 

 映像時間短縮のために削除する場合の削除候補シーン 

 その他(自由記述) 

映像は７つのチャプターに分けて視聴してもらい、各チャプターの視聴後に自記式で記入を依

頼した。各チャプターは５分弱で、それぞれのチャプターは３～６シーンで構成されており、そ

れぞれのシーンに関して評価を求めた。なお、使用した調査票は巻末資料２に示す通りである。 
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６－２ 調査結果 

（１）調査対象者の属性 

① 性・年齢 

 調査対象者は 19人で、全員が男性である。年齢は 30歳代が最も多く教習所指導員で 50％、中

央研修所教官で 56％と約半数を占める。平均年齢は、教習所指導員が 41.3 歳、中央研修所教官

が 42.2歳である（図 6-1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-1 回答者の年齢 

 

② 教習所指導員としての経験年数 

 教習所指導員としての経験年数は教習所指導員が 16.0年、中央研修所教官が 14.7 年、全体平

均では 15.4年である（図 6-2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-2 教習所指導員としての経験年数 
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③ 高齢者講習の指導員としての経験年数 

 高齢者講習の指導員としての経験年数は教習所指導員が 5.7年、中央研修所教官が 6.5年、全

体平均では 6.1年である（図 6-3）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-3 高齢者講習の指導員としての経験年数 

 

 

（２）シーン別評価 

 シーン別評価は、表 6-1に示す３つの質問と選択肢で調査した。シーン別の回答を分析するに

当たって、表 6-1に示す「得点値」欄の数値を与え、シーン別に平均値を算出した。これらの得

点は、高いほど良い評価と言える。 

 

表 6-1 シーン別評価の質問文と選択肢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

質問文 選択肢 得点値

非常にわかりやすい 4

わかりやすい 3

ややわかりにくい 2

わかりにくい 1

非常に重要である 4

重要である 3

あまり重要でない 2

重要でない 1

非常に効果的である 4

効果的である 3

あまり効果的でない 2

効果的でない 1

高齢運転者にとって、わかりやすい
内容だと思いましたか？

高齢運転者に対する教育項目として
重要ですか？

高齢運転者の安全運転に効果的だと
思いますか？
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① 内容のわかりやすさ 

 内容のわかりやすさに関する評価点と標準偏差の範囲を示したのが図 6-4 である。標準偏差が

大きく評価にばらつきが大きいのは「右矢印信号交差点では右矢印が点灯するのを待って右折す

るとより安全」（平均評価点 3.00、標準偏差 0.94）や「高齢になるにつれ増加する事故：出会い

頭事故、車両単独事故、右折時の事故、後退時の事故、左折時の事故」（同 2.78、0.92）等であ

る。 

 内容のわかりやすさで評価が高いのは、「右折時の右側は見にくいため意識して確認すること

が大切。右側のみに意識を集中せず、左右バランス良く安全確認をすること」（平均評価点 3.41）、

「正しい一時停止の方法：車道の手前で停止し、自身の存在を周囲に知らせる。その後ゆっくり

前進し、もう一度停止して左右の安全確認」（同 3.39）、「信号の変わり目は歩行者・自転車も急

いで渡ろうとし事故が多いので注意が必要」（同 3.33）などである。また、「エンディング：不安

全行動の学習。他の人に同乗してもらい自身の運転をチェックしてもらうことが必要」（同 3.33）

も評価が高い。 

 一方、評価が低いのは「信号の変わり目に車間を詰め、先を急ぐと前の車に追突する危険性が

高くなる」（平均評価点 2.65）、「左折時に左側は死角が生じるため意識して確認することが重要。

左側の安全確認だけでなく左右バランス良く注意することが重要」（平均評価点 2.76）などであ

るが、いずれも１～４点の中間点である 2.5を超えており、「わかりやすい」方向で評価されて

いる。また、図に示していないが、いずれの項目でも「非常にわかりやすい」と「わかりやすい」

の回答の合計は半数を超えている。 
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図 6-4 わかりやすさの評価  

注 1：横棒の範囲は、標準偏差の範囲（１σ）を示している。 

注２：2.5（太線）の評価点が、「わかりやすい」と「わかりにくい」の中間の評価点である。 

1
64歳以下は過去10年間で約40%減少しているが、65歳以上の事故件数は約17%増加。
年齢が高くなるにつれ死亡事故件数が増加

2
65歳以上に多い事故は「出会い頭事故」、「追突事故」、「右折時の事故」で、この３種類の
事故で全体の約３分の２を占める。

3
高齢になるにつれ増加する事故
「出会い頭事故」、「車両単独事故」、「右折時の事故」、「後退時の事故」、「左折時の事故」

4 高齢者講習において一時停止位置で正しく止まれた方は約４割

5
一時停止の意味
自分が周囲の安全確認するためだけでなく、周囲に自身の存在を知らせるという重要な役
割がある。

6
正しい一時停止の方法
完全に停止したことを確認（もう一度ブレーキを強く踏む）
停止した状態で左右の安全確認をする。

7
見通しの悪い交差点の通過方法
停止線で停止後、左右の安全を確認して、何回か停止・徐行を繰り返し、安全確認をする。

8
漫然一時停止、交差点の見落としに注意。
相手が譲ってくれるだろうではなく、相手に譲ることが大切。

9
バイク運転者も同様の注意が必要である。
自転車や徒歩の場合、一時停止が甘い運転者が多いため注意が必要である。

10
駐車場出口における一時停止の重要性
右側ばかり気にして左側の安全確認が不十分になりがちである。
周囲に自身の存在を知らせるという重要な役割がある。

11
正しい一時停止の方法
車道の手前で停止し、自身の存在を周囲に知らせる。その後ゆっくり前進し、もう一度停止
して左右の安全確認

12
お互いに道を譲ってくれると思い、発進すると相手も発進して事故になるケースがある。
こんな時は、自動車側が道を譲るのが安全。

13 車間距離をとることで、前方の視界が確保され、道路標識や信号等を確認しやすくなる。

14 信号の変わり目に車間を詰め、先を急ぐと前の車に追突する危険性が高くなる。

15 バイクを運転される方も自動車と同様、車間距離を充分保つこと。

16
右折時の右側は見にくいため意識して確認することが大切
右側のみに意識を集中せず、左右バランス良く安全確認をすること。

17 徒歩や自転車で横断歩道を渡る際の注意

18
右折小回りの危険性
正しい右折方法

19 信号の変わり目は歩行者・自転車も急いで渡ろうとし事故が多いので注意が必要

20 右矢印信号交差点では右矢印が点灯するのを待って右折するとより安全

21
左折時に左側は死角が生じるため意識して確認することが重要。
左側の安全確認だけでなく左右バランス良く注意することが重要。

22 バイクや自転車の運転者及び歩行者への注意点。なるべく自動車の左側に入らない。

23
右左折時の注意点
方向指示器を早めに出す。

24
高齢になると緑内障など目の病気により、視野欠損になりやすい。
視野欠損は自覚が難しく、事故を起こして初めて気づくケースがある。

25
車両のいたるところにキズやへこみが目立ってきたら、認知症の可能性もあるため病院で
総合的な検査を受診。

26 65歳以上になるとアクセルとブレーキの踏み間違いが多くなる。

27 身体機能の低下は速度や車間距離に余裕を持った運転でカバー

28
エンディング
不安全行動の学習他の人に同乗してもらい自身の運転をチェックしてもらうことが必要
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2.78
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← わかりにくい 評価点 わかりやすい
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② 高齢者への教育項目としての重要性 

 高齢者教育項目としての重要性についての評価点と標準偏差の範囲を示したのが図6-5である。

標準偏差が大きく評価にばらつきが大きいのは「信号の変わり目に車間を詰め、先を急ぐと前の

車に追突する危険性が高くなる」（平均評価点 3.00、標準偏差 0.82）、「右矢印信号交差点では右

矢印が点灯するのを待って右折するとより安全」（同 2.94、0.80）で、「右矢印を待っての右折」

は、わかりやすさ、重要性のいずれも標準偏差が大きく、評価が分かれている。 

 重要度が高いとされているのは「見通しの悪い交差点の通過方法：停止線で停止後、左右の安

全を確認して、何回か停止・徐行を繰り返し、安全確認をする」（平均評価点 3.67）、「一時停止

の意味：自分が周囲の安全確認するためだけでなく、周囲に自身の存在を知らせるという重要な

役割がある」（同 3.50）、「正しい一時停止の方法：車道の手前で停止し、自身の存在を周囲に知

らせる。その後ゆっくり前進し、もう一度停止して左右の安全確認」（同 3.50）で、一時停止関

連のシーンの重要度が高いと評価されている。 

 重要度が低いと評価されているのは「右矢印信号交差点では右矢印が点灯するのを待って右折

するとより安全」（平均評価点 2.94）、「車両のいたるところにキズやへこみが目立ってきたら、

認知症の可能性もあるため病院で総合的な検査を受診」（同 3.00）、「信号の変わり目に車間を詰

め、先を急ぐと前の車に追突する危険性が高くなる」（同 3.00）などであるが、いずれも「重要」

と「重要でない」の評価の中間である 2.5 を超えおり、重要であるとの評価を得ている。 
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図 6-5教育項目としての重要性評価  

1
64歳以下は過去10年間で約40%減少しているが、65歳以上の事故件数は約17%増加。
年齢が高くなるにつれ死亡事故件数が増加

2
65歳以上に多い事故は「出会い頭事故」、「追突事故」、「右折時の事故」で、この３種類の
事故で全体の約３分の２を占める。

3
高齢になるにつれ増加する事故
「出会い頭事故」、「車両単独事故」、「右折時の事故」、「後退時の事故」、「左折時の事故」

4 高齢者講習において一時停止位置で正しく止まれた方は約４割

5
一時停止の意味
自分が周囲の安全確認するためだけでなく、周囲に自身の存在を知らせるという重要な役
割がある。

6
正しい一時停止の方法
完全に停止したことを確認（もう一度ブレーキを強く踏む）
停止した状態で左右の安全確認をする。

7
見通しの悪い交差点の通過方法
停止線で停止後、左右の安全を確認して、何回か停止・徐行を繰り返し、安全確認をする。

8
漫然一時停止、交差点の見落としに注意。
相手が譲ってくれるだろうではなく、相手に譲ることが大切。

9
バイク運転者も同様の注意が必要である。
自転車や徒歩の場合、一時停止が甘い運転者が多いため注意が必要である。

10
駐車場出口における一時停止の重要性
右側ばかり気にして左側の安全確認が不十分になりがちである。
周囲に自身の存在を知らせるという重要な役割がある。

11
正しい一時停止の方法
車道の手前で停止し、自身の存在を周囲に知らせる。その後ゆっくり前進し、もう一度停止
して左右の安全確認

12
お互いに道を譲ってくれると思い、発進すると相手も発進して事故になるケースがある。
こんな時は、自動車側が道を譲るのが安全。

13 車間距離をとることで、前方の視界が確保され、道路標識や信号等を確認しやすくなる。

14 信号の変わり目に車間を詰め、先を急ぐと前の車に追突する危険性が高くなる。

15 バイクを運転される方も自動車と同様、車間距離を充分保つこと。

16
右折時の右側は見にくいため意識して確認することが大切
右側のみに意識を集中せず、左右バランス良く安全確認をすること。

17 徒歩や自転車で横断歩道を渡る際の注意

18
右折小回りの危険性
正しい右折方法

19 信号の変わり目は歩行者・自転車も急いで渡ろうとし事故が多いので注意が必要

20 右矢印信号交差点では右矢印が点灯するのを待って右折するとより安全

21
左折時に左側は死角が生じるため意識して確認することが重要。
左側の安全確認だけでなく左右バランス良く注意することが重要。

22 バイクや自転車の運転者及び歩行者への注意点。なるべく自動車の左側に入らない。

23
右左折時の注意点
方向指示器を早めに出す。

24
高齢になると緑内障など目の病気により、視野欠損になりやすい。
視野欠損は自覚が難しく、事故を起こして初めて気づくケースがある。

25
車両のいたるところにキズやへこみが目立ってきたら、認知症の可能性もあるため病院で
総合的な検査を受診。

26 65歳以上になるとアクセルとブレーキの踏み間違いが多くなる。

27 身体機能の低下は速度や車間距離に余裕を持った運転でカバー

28
エンディング
不安全行動の学習他の人に同乗してもらい自身の運転をチェックしてもらうことが必要

注 1：横棒の範囲は、標準偏差の範囲（１σ）を示している。 

注２：2.5（太線）の評価点が、「重要である」と「重要でない」の中間の評価点である。 
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③ 高齢者の安全運転への効果 

 各シーンが高齢者の安全運転に効果的と考えるかを質問した結果である。その評価点と標準偏

差の範囲を示したのが図 6-6である。標準偏差が大きく評価にばらつきが大きいのは「右矢印信

号交差点では右矢印が点灯するのを待って右折するとより安全」（平均評価点2.76、標準偏差0.88）

で、この項目はいずれの評価でも標準偏差が大きく、評価がばらついている。次いで「漫然一時

停止、交差点の見落としに注意：相手が譲ってくれるだろうではなく、相手に譲ることが大切」

（同 3.06、0.85）の標準偏差が大きい。 

 高齢者の安全運転に効果的と評価されているのは「一時停止の意味：自分が周囲の安全確認す

るためだけでなく、周囲に自身の存在を知らせるという重要な役割がある」（平均評価点 3.53）、

「正しい一時停止の方法：車道の手前で停止し、自身の存在を周囲に知らせる。その後ゆっくり

前進し、もう一度停止して左右の安全確認」（同 3.43）、「徒歩や自転車で横断歩道を渡る際の注

意」（同 3.40）である。 

 評価順位が低いのは「右矢印信号交差点では右矢印が点灯するのを待って右折するとより安全」

（平均評価点 2.76）、「車両のいたるところにキズやへこみが目立ってきたら、認知症の可能性も

あるため病院で総合的な検査を受診」（同 2.83）などであるが、いずれも「重要」と「重要でな

い」の評価の中間である 2.5を超えており、効果的と評価されている。 
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図 6-6 安全運転教育に効果的かの評価  
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3.29

3.14

2.83

3.29

3.35

3.18

1.0 1.5 2.0 2.5 3.0 3.5 4.0 4.5

評価点 効果的である →← 効果的でない

1
64歳以下は過去10年間で約40%減少しているが、65歳以上の事故件数は約17%増加。
年齢が高くなるにつれ死亡事故件数が増加

2
65歳以上に多い事故は「出会い頭事故」、「追突事故」、「右折時の事故」で、この３種類の
事故で全体の約３分の２を占める。

3
高齢になるにつれ増加する事故
「出会い頭事故」、「車両単独事故」、「右折時の事故」、「後退時の事故」、「左折時の事故」

4 高齢者講習において一時停止位置で正しく止まれた方は約４割

5
一時停止の意味
自分が周囲の安全確認するためだけでなく、周囲に自身の存在を知らせるという重要な役
割がある。

6
正しい一時停止の方法
完全に停止したことを確認（もう一度ブレーキを強く踏む）
停止した状態で左右の安全確認をする。

7
見通しの悪い交差点の通過方法
停止線で停止後、左右の安全を確認して、何回か停止・徐行を繰り返し、安全確認をする。

8
漫然一時停止、交差点の見落としに注意。
相手が譲ってくれるだろうではなく、相手に譲ることが大切。

9
バイク運転者も同様の注意が必要である。
自転車や徒歩の場合、一時停止が甘い運転者が多いため注意が必要である。

10
駐車場出口における一時停止の重要性
右側ばかり気にして左側の安全確認が不十分になりがちである。
周囲に自身の存在を知らせるという重要な役割がある。

11
正しい一時停止の方法
車道の手前で停止し、自身の存在を周囲に知らせる。その後ゆっくり前進し、もう一度停止
して左右の安全確認

12
お互いに道を譲ってくれると思い、発進すると相手も発進して事故になるケースがある。
こんな時は、自動車側が道を譲るのが安全。

13 車間距離をとることで、前方の視界が確保され、道路標識や信号等を確認しやすくなる。

14 信号の変わり目に車間を詰め、先を急ぐと前の車に追突する危険性が高くなる。

15 バイクを運転される方も自動車と同様、車間距離を充分保つこと。

16
右折時の右側は見にくいため意識して確認することが大切
右側のみに意識を集中せず、左右バランス良く安全確認をすること。

17 徒歩や自転車で横断歩道を渡る際の注意

18
右折小回りの危険性
正しい右折方法

19 信号の変わり目は歩行者・自転車も急いで渡ろうとし事故が多いので注意が必要

20 右矢印信号交差点では右矢印が点灯するのを待って右折するとより安全

21
左折時に左側は死角が生じるため意識して確認することが重要。
左側の安全確認だけでなく左右バランス良く注意することが重要。

22 バイクや自転車の運転者及び歩行者への注意点。なるべく自動車の左側に入らない。

23
右左折時の注意点
方向指示器を早めに出す。

24
高齢になると緑内障など目の病気により、視野欠損になりやすい。
視野欠損は自覚が難しく、事故を起こして初めて気づくケースがある。

25
車両のいたるところにキズやへこみが目立ってきたら、認知症の可能性もあるため病院で
総合的な検査を受診。

26 65歳以上になるとアクセルとブレーキの踏み間違いが多くなる。

27 身体機能の低下は速度や車間距離に余裕を持った運転でカバー

28
エンディング
不安全行動の学習他の人に同乗してもらい自身の運転をチェックしてもらうことが必要

注 1：横棒の範囲は、標準偏差の範囲（１σ）を示している。 

注２：2.5（太線）の評価点が、「効果的である」と「効果的でない」の中間の評価点である。 
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④ 視聴時間短縮のために削除候補となるシーン 

 今回の交通安全教育ＤＶＤ（仮編集版）は 26分 14 秒で、やや長いとの評価もあるため、「仮

に視聴時間を短くするとしたら、どのシーンを削除しますか」と質問した。削除候補を指摘した

のは 12人で、削除候補があると回答した対象者には、削除候補シーンにチェックを依頼した。

その結果を示したのが表 6-2である（表に示した 14シーン以外を削除候補とした対象者は居な

かった）。 

 削除候補とした対象者が多かったのは「高齢になるにつれ増加する事故：出会い頭事故、車両

単独事故、右折時の事故、後退時の事故、左折時の事故」（回答者数５人）、次いで「右折小回り

の危険性：正しい右折方法」を削除候補とする回答が４人から出ている。 

 

表 6-2 視聴時間短縮のために削除候補となるシーン 

（単位：回答者人数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

シーン
番号

シーン内容
全　体
(n=19)

3
高齢になるにつれ増加する事故
「出会い頭事故」、「車両単独事故」、「右折時の事故」、「後退時の事故」、「左折時の事故」

5

18
右折小回りの危険性
正しい右折方法

4

14 信号の変わり目に車間を詰め、先を急ぐと前の車に追突する危険性が高くなる。 3
15 バイクを運転される方も自動車と同様、車間距離を充分保つこと。 3

25
車両のいたるところにキズやへこみが目立ってきたら、認知症の可能性もあるため病院で総合的
な検査を受診。

3

4 高齢者講習において一時停止位置で正しく止まれた方は約４割 2

8
漫然一時停止、交差点の見落としに注意。
相手が譲ってくれるだろうではなく、相手に譲ることが大切。

2

17 徒歩や自転車で横断歩道を渡る際の注意 2
20 右矢印信号交差点では右矢印が点灯するのを待って右折するとより安全 2

1
64歳以下は過去10年間で約40%減少しているが、65歳以上の事故件数は約17%増加。
年齢が高くなるにつれ死亡事故件数が増加

1

2
65歳以上に多い事故は「出会い頭事故」、「追突事故」、「右折時の事故」で、この３種類の事故
で全体の約３分の２を占める。

1

12
お互いに道を譲ってくれると思い、発進すると相手も発進して事故になるケースがある。
こんな時は、自動車側が道を譲るのが安全。

1

19 信号の変わり目は歩行者・自転車も急いで渡ろうとし事故が多いので注意が必要 1

28
エンディング
不安全行動の学習他の人に同乗してもらい自身の運転をチェックしてもらうことが必要

1
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（３）自由記述内容 

 調査の最後に「ＤＶＤ（仮編集版）」に関して、「このように改善すれば教育効果が高まるなど、

ご提案があれば自由にお書き下さい」と自由記述欄を設けて、意見を求めた。自由意見の記入は

少なかったが２人以上から出ている意見を以下に示しておく。 

 

① 映像時間の短縮要望（２件） 

 高齢者講習の現場では、時間に余裕が無く、時間に追われるケースが多い。画像の時

間を極力短く、内容がつまった方向に作成をお願いしたい。 

 高齢者に対して 26 分の映像は長すぎる。希望は 15 分程度。内容はもっと少なくして

も良い。どの項目もすばらしい出来だが、記憶に残らないと意味が無い。 

② 二輪関連の内容の充実希望（２件） 

 二輪車について、もう少ししっかりした内容とした方が良い。二輪運転者はあまり四

輪と同じビデオを見るのを好まない。 

 原付対車の映像がもっとあった方が良いと思う。原付のみ持っている人も多いため。 

③ 映像画面を見やすくする改善希望（２件） 

 グラフは簡潔にした方が高齢者に伝わるのではないか。 

 雨の日のドライブレコーダー映像（追突）が見づらかった。 
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６－３ 視聴アンケートからみた改善課題 

 今回、制作したＤＶＤのわかりやすさの評価を見ると、いずれのシーンでも「わかりやすい」

と「わかりにくい」の評価の中間である評価点 2.5 を超えており、「わかりやすい」方向での評

価を得ている。高齢者への教育項目としての重要性についても、いずれのシーン共に「重要であ

る」と「重要でない」の中間である評価点 2.5 を上回っている。また、高齢者の安全運転への効

果でも全てのシーンが中間点を超えており、「効果的である」との評価を得ている。 

 以上のように、今回の視聴アンケートでは、特にわかりにくいところはなかったものの、より

わかりやすい映像編集とすることが課題の１つである。重要性、安全運転への効果性に関しても、

評価は中間点を超えており、大幅に改善や削除を必要とするような内容であるとの指摘はなかっ

たと考えられる。 

自由意見で、ビデオの映像時間短縮の要望が出ているが、連続して視聴することを前提とした

意見のようで、チャプター毎の視聴など、分割しての利用を提案することで対応可能と思われる。

二輪関連の内容の充実希望があるが、これに関しては、二輪車を運転する高齢者に向けた別の映

像教育資料の作成が必要であると思われる。映像画面を見やすくする改善については、グラフ等

の工夫を加える他、より見やすい映像を工夫することとする。 
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第７章 「交通安全教育ＤＶＤ」、「指導ガイド」及び「冊子」のとりまとめ 

７－１ 「交通安全教育ＤＶＤ」のとりまとめ 

 これまでの調査結果を踏まえ、委員会での検討を経て「交通安全教育ＤＶＤ」の最終版をとり

まとめた。最終版のＤＶＤのナレーション原稿を「資料１ 教育用ＤＶＤ シニアドライバーの

安全運転 ナレーション原稿」に示しておく。 

 

７－２ 「指導ガイド」及び「冊子」のとりまとめ 

 交通安全教育を担当する管理者が、ここで制作した「交通安全教育ＤＶＤ」を利用して安全運

転教育を行う際の指導ガイドを作成した。指導ガイドの内容は、表 7-1の通りで、別冊資料とし

て用意した。また、調査研究成果をまとめた「冊子」を作成した。 

 

表 7-1 指導ガイドの内容 

指 導 項 目 内  容 

１．視聴覚教育の事前準備資料 本ＤＶＤを視聴覚教材として利用して交通安全教育を実

施するに当たって、事前に準備すべき資料等について説

明している。 

 

（１）事前準備の必要性 

（２）関連統計資料等の準備 

２．チャプターごとの指導ポイント 

 

チャプター別に指導のポイントを解説している。 

 

チャプター１：オープニング～シニアドライバーの事故

の特徴 

チャプター２：（１）出会い頭事故を防止するために 

  ～ 一時停止の重要性 ～ 

チャプター３：（１）出会い頭事故を防止するために 

  ～駐車場出口における一時停止の重要性 ～ 

チャプター４：（２）追突事故を防止するために 

  ～車間距離を空けることの重要性 ～ 

チャプター５：（３）右左折事故を防止するために 

  ～ ①右折時の事故防止 ～ 

チャプター６：（３）右左折事故を防止するために 

  ～ ②左折時の事故防止 ～ 

チャプター７：その他の注意点～エンディング 

３．指導者が行うまとめのポイント 視聴後の指導者のとりまとめ方法等について解説してい

る。 

 



 

お わ り に 

 

自動車の運転は、非常に大きなリスクを持った行動です。事故やヒヤリハットは、ど

ちらかが交通ルールを守っていれば回避できたケースは少なくないように思われます

が、単に交通ルールを守るだけでなく、周囲の状況に合わせて、きめ細かな心遣いによ

る安全を確保した運転が望まれます。高齢運転者の事故の特徴は、若い頃と比べて視力

が低下したり、反応時間が遅くなるなど、加齢による身体機能の変化と関係しています。 

本調査研究で作成したＤＶＤでは、高齢運転者の事故の特徴とともに、高齢運転者の

不安全行動を、ドライブレコーダーによって記録された危険場面の映像シーンを用いて

説明し、そこに至った原因とその防止策について解説しています。例えば、出会い頭事

故を防止するために必要となる確実な一時停止、追突事故を防止するために必要な車間

距離、等々の重要性についても解説を加えました。 

このＤＶＤは、高齢運転者のみならず、事業所の安全運転管理者や運行管理者の方に

も視聴していただけるような構成となっています。運転中の不安全行動は自身では気づ

きにくいものであり、この「気づき」をより向上させ、運転行動の改善に結びつけるツ

ールの一つとして、作成した DVD や指導ガイド等が交通安全教育の場で広く活用いただ

ければ幸いです。 

 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜ 資 料 編 ＞ 
 
 
資料１ 教育用ＤＶＤ「シニアドライバーの安全運転」ナレーション原稿 
資料２ 交通安全教育ＤＶＤ（仮編集版）に関する視聴アンケート 
資料３ 交通安全教育ＤＶＤ「シニアドライバーの安全運転」指導ガイド 
資料４ 交通安全教育ＤＶＤ「シニアドライバーの安全運転」冊子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

イメージ映像
開始
時間

ナレーション

0:03 自動車安全運転センターでは、交通安全に関する様々な取り組みを行っ
ています。その活動の一環として、交通安全教育ＤＶＤを制作しています。
今回のテーマは、「シニアドライバーの安全運転」です。

0:30 シニアドライバーの事故の特徴をみましょう。
グラフは、平成１５年の事故件数を１００として、平成２５年までの１０年間の
事故件数の推移を６４歳以下と６５歳以上に分けて示しています。
６４歳以下については、過去１０年間で約４０％減少していますが、６５歳以
上の事故件数は、約１７％増加していることがわかります。

1:04 事故１万件あたりの死亡事故件数をみると、年齢が高くなるにつれ、死亡
事故件数が多くなる傾向がわかります。
これは、シニアドライバーが一旦事故を起こすと、死亡事故などの重大事
故につながる可能性が高いことを示しています。

1:26 シニアドライバーに多い事故は、「出会い頭事故」、「追突事故」、「右折時
の事故」、この３種類で、全体の約３分の２を占めています。

1:39 その他、高齢になるにつれ増加する事故は、「出会い頭事故」を筆頭に、
「右左折時の事故」、「車両単独事故」、「後退時の事故」です。

1:54 このようなシニアドライバーの事故の特徴は、若い頃に比べ、視力が低下
したり、反応時間が遅くなるなど、加齢による身体機能の変化と強く関係し
ています。
今回は、シニアドライバーの身体機能の変化や、事故の特徴を踏まえ、
「出会い頭」、「追突」、「右左折」の事故に着目して、どのような点に注意
すれば事故を防げるのかを考えます。

 

教育用ＤＶＤ「シニアドライバーの安全運転」ナレーション原稿 

 

チャプター１ シニアドライバーの事故の特徴（2 分 26 秒） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ 

資料-1



 
 

イメージ映像
開始
時間

ナレーション

2:33 ドライブレコーダーに残された、危険場面の映像をご覧下さい。映像は、
車内から前方を撮影しています。

2:51 直線道路からＴ字路を左折しようとしますが、停止線で止まらず、十分な徐
行運転もせずにＴ字路に進入して、左から来た自転車と接触しました。

3:05 同時に、車内を撮影した映像も合わせてご覧下さい。
停止線手前から速度を落としながら運転していますが、停止線では止まら
ず、時速２０キロを超える速度で交差点に進入しています。右側から来る
車ばかりに気を取られて、左から来る自転車と接触したことがわかります。

3:37 ７０歳以上の方は、免許更新時に高齢者講習を受講しますが、自動車安
全運転センターが高齢者講習結果を分析したところ、「一時停止位置」で
正しく止まれた方は約４割でした。

3:55 あなたは、停止線でしっかり止まっていますか？

4:01 一時停止は、自分が周囲の安全確認を行うことが第１の目的ですが、この
他に、交差点付近の他の車両や、二輪車、歩行者、自転車などに、自分
の存在を知らせると言う重要な役割があります。自分だけが安全を確認で
きれば良いのではありません。周囲に自身の存在を知らせることで、相手
も危険に備えることができるのです。

4:32 実際の例を見てみましょう。まずは悪い例から。この車は左折しようとしてい
ますが…

4:43 危うく自転車と接触する所でした。何故このような状況になったのでしょう
か？

4:51 停止線付近で速度を落としていますが、しかし…

チャプター２ 出会い頭事故を防止するために 

① 一時停止の重要性(6 分 23 秒) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料-2



 
 

イメージ映像
開始
時間

ナレーション

4:59 停止線で止まらずに、走行しながら右側に気を取られていたため、自転車
に気付くのが遅れ、慌てて急ブレーキをかけてヒヤッとしました。

5:13 これでは危険に気づいた時、すでに自転車との距離はほとんどありませ
ん。

5:20 また自転車側からも、急に自動車が飛び出してきたように見えますので、
危険に対する構えが間に合いません。

5:31 交差点の手前で急に速度を落とすと、一時停止した様に車内では感じる
ことがありますが、実際に外から見ると、停止線では止まっておらず、その
まま走行しています。

5:48 自分だけが安全確認をすれば良いと考えているドライバーは多いもので
す。

5:55

6:33 こうすることで、自転車は道路を横断する手前で、車の存在に気づき、必
要な対応をとることができます。

6:44 特に見通しの悪い交差点では、停止線で確実に停止し、安全確認をした
後、何回か停止・徐行を繰り返し、さらに安全を確認してから、交差点に進
入することが大切です。

次に正しい例を見てみましょう。
停止線の手前で完全に停止することが重要です。まず、完全に停止した
ことを確認します。停止したと思ったら、念のためブレーキをもう一度しっか
り踏んで下さい。
次に、停止した状態で左右の安全確認を必ず行います。その後、状況に
応じた速度で走行しながら左右の安全を確認して交差点に進入します。
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7:05 皆さんの一時停止はどうでしょうか。停止線でキチンと停止し、左右の安
全確認をすると、非常にゆったりとした、余裕のある運転になることが、お
わかりいただけましたでしょうか。

7:24

8:02 一時停止をしっかりしていないのは、何もシニアドライバーの皆さんに限っ
たことではありませんが、この危険な運転習慣を、皆さんが率先して改め、
若いドライバーに安全運転の模範を示して下さい。

8:21 バイクを運転する場合も、自動車と同様の注意が必要です。

8:31 自転車や徒歩で道路を横断する場合は、今見たように、一時停止をしっ
かりせず、安全確認が甘い運転者が多いことに注意し、自身の安全確認
を確実に実行して下さい。

停止はするものの、安全確認をしていない、いわゆる漫然一時停止や、交
差点の見落としにも注意が必要です。自分が通行している道路の方が、
交差する道路より優先の場合、つまり、交差道路側が一時停止の交差点
であっても、明らかな優先道路の場合を除いて、徐行し、よく確認をして通
過すると、より安全です。信号のない交差点では、相手が「譲ってくれるだ
ろう」ではなく、相手に譲ることが特に大切です。
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8:55 一時停止は、交差点だけでなく、駐車場の出口においても非常に重要で
す。

9:08 前方左側の、駐車場出口に注目して下さい。

9:17 車両が駐車場から歩道に出るとき、歩道の手前で一時停止を怠った結
果、自転車を運転する高齢者に接触してしまいました。

9:30

10:23 入口付近に駐車車両があり、見通しが悪くなっている駐車場です。

10:30 車道の手前で停止しました。左からは自転車が走ってきますが、運転者か
らはその姿を確認することはできません。
しかし、自転車側からは、停止している自動車を確認することができ、駐車
場から出てくる車に、注意をしなければならないことに気づきます。

ドライブレコーダーの映像は、右から来る自転車と接触した事故でしたが、
一般に多いのは、右から来る車に気を取られて、左から来る自転車や歩
行者を見落とすケースです。
駐車場から出るとき、右側ばかりを注意して、左側の安全確認が不十分に
なりがちです。
道路に出るときには、相手に自分の存在を気づかせるためにも、歩道の
手前で一時停止することが大切です。
見通しの悪い場所では、歩道の手前で一時停止しても、運転席からは左
右の状況を確認できないため、「停止は無駄」と考えている運転者が多い
ようです。しかし、相手に自分の存在を知らせるためには、重要なことで
す。

チャプター３ 出会い頭事故を防止するために 

② 駐車場出口における一時停止の重要性(2 分 58 秒) 
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10:53

11:26 お互いに道を譲ってくれると思い、発進すると、相手も発進して事故にな
るケースがあります。こんな時は、自動車側が道を譲るのが安全です。相
手に道を譲り、先に行ってもらうのが確実な方法です。

一時停止は、自分が安全確認をする為だけでなく、相手に自分の存在に
気づいてもらうという重要な意味があります。その後、自分の車の存在を
知ってもらってから、ゆっくりと前進をして、更に停止をします。
少し視界が開けたら、左右の安全を確認します。車道を走る車だけでな
く、左右の歩道上の人や自転車にも注意をしましょう。
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11:54 追突事故は若年層に多く、高齢になるにつれ減少傾向ですが、それでも
シニアドライバーの事故の２割強を占め、出会い頭事故に続き、２番目に
多い事故です。

12:24 前を走る車が自転車の横断に気づき、急ブレーキをかけ、追突しそうにな
りました。車間距離が短いと、前の車が急ブレーキをかけた時に、追突し
てしまう恐れがあります。

12:40 こちらは車内から前方を撮影したものです。車間距離を充分に保つと、前
方の視界が確保され、周囲の状況を確認しやすくなります。一方、車間距
離が短いと、視界の多くを、前の車が遮ってしまい危険です。

13:03 実際の例を見てみましょう。車間距離を詰めて運転してみます。

13:04 信号が赤に変わったことが分からず、大変危険です。前を走る車が背の
高い車や、大型車の場合、特に見えにくくなるので注意が必要です。

13:29 車間距離を充分にとることで、前方の視界が確保され、道路標識や信号
等を確認しやすくなります。

13:41 車は右折待ちをしています。

13:53 前の車が動き出したので、右折しようと前進しましたが、前の車が急停止し
たため追突してしまいました。信号の変わり目に、車間を詰めて先を急ぐ
と、前の車に追突してしまう危険性が高くなります。

14:11 追突事故を防止するためには、運転中に考え事をしたり、同乗者との会話
に夢中になったり、わき見運転をせず、運転に集中ことが大切です。

チャプター４ 追突事故を防止するために 

車間距離を空けることの重要性(3 分 06 秒) 
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14:25 加齢に伴い、視力の衰えや、反応時間が遅くなるなどの現象が現れてき
ます。
身体機能の衰えは、余裕を持った運転でカバーして下さい。

14:45 バイクを運転する場合も自動車と同様、車間距離を充分保って下さい。
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15:00 右折時の事故は、シニアドライバーだけでなく、全ての年齢層に多い事故
です。
しかし、右折時の事故は、加齢に伴い増加傾向にあります。

15:17 車は、交差点を右折しようとしています。

15:29 右折先道路の横断歩道を横断する歩行者に気付かず、急停止しました。

15:39 この時ドライバーは、どのような安全確認をしていたのでしょうか。車内を撮
影した映像も合わせてご覧下さい。
交差点を右折しようとする時、ドライバーは右折先の右側ばかりに集中し、
左側から来る歩行者に気づくのが遅くなったことがわかります。

16:06 自動車が右折しようとしています。右折時の右側は見にくいため、意識し
て確認することが大切です。

16:17 ただし、右側のみに意識が集中してしまうと…

16:27 左側から来る歩行者や自転車への注意が疎かになりがちです。この様な
ヒヤリとした場面に遭遇しない為にも、速度を充分に落とし、左右バランス
良く安全確認をすることが非常に重要です。

16:45 徒歩や自転車で横断歩道を渡る際は、右折してくる自動車の右側に、死
角があることを理解しておくことが大切です。

17:00 信号の替わり際などに、無理な右折は禁物です。無理に右折をしようとす
ると、右折小回りになりがちです。

チャプター５ 右左折時の事故を防止するために 

① 右折時の事故防止(4 分 54 秒) 
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17:10 こちらは正しい右折の例です。この二つを比較してみましょう。

17:28 右折小回りをすると、交差点全体の安全を確認しにくく、速度が速くなりが
ちであるという危険があります。安全な右折は、交差点中央手前まで進ん
で、左前輪が、中央のやや手前を通過するコースです。右折小回りの危
険性を確認してみましょう。

17:51 この交差点は、見通しの悪い交差点で、右折小回りを開始しようとする地
点からでは、交差点全体を見通すことが出来ないため、右折先で交差点
を渡ろうとしている自転車の存在も確認出来ません。

18:17 たとえ見通しの良い交差点であっても、右折小回り開始位置は、横断しよ
うとする自転車からは後方になり、自転車からも車を確認しにくく危険で
す。

18:31 もう１つ、右折小回りが非常に危険なのは、速度が出やすいことです。右
折小回りは、先急ぎの傾向が強いドライバーに多く、小回りすれば、ますま
す速い速度で通過しようとしがちです。

18:50 正しい位置まで車を進めて、右折してみましょう。交差点中央まで進めば、
交差点全体を見通すことができます。歩行者や自転車からも車が前方位
置になるため、確認しやすい状態になります。

19:10 信号の変わり目は、自動車だけでなく、歩行者や自転車も急いで渡ろうと
し、事故が多いので、特に注意が必要です。
信号を無視して横断する歩行者・自転車の存在にも注意が必要です。

19:30 信号機に右矢印が点灯する交差点では、右矢印が点灯するのを待って
から右折すると、より安全な右折が可能です。
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19:54 左折時の事故についても、右折時の事故と同様、加齢に伴い増加傾向で
す。

20:03 車は、左折しようとしています。

20:16

20:51

21:25 右折時の安全確認と同様に、左折時も、左右バランス良く注意することが
とても重要です。

21:39 自動車の左側は、死角となりやすい場所です。バイクや自転車に乗る時
は、左折する自動車の左側に入らないよう心がけて下さい。

21:53 さらに、右左折時には、方向指示器を早めに点灯させ、後続する車両や、
バイク及び自転車に合図をすることが重要です。合図を忘れたり、出すタ
イミングが遅くならないよう注意が必要です。

左折先道路の右側から来た自転車と、接触してしまいました。この時ドライ
バーは、どのような安全確認をしていたのでしょうか。車内を撮影した映像
も、合わせてご覧下さい。
交差点を左折しようとする時、ドライバーは左折先の左側ばかりに集中し、
右側から来る自転車に、気が付かなかったことがわかります。

左折時の左側は、ピラーなどで死角が生じるため、意識して確認すること
が重要です。
一方、ドライブレコーダーの映像からも分かる様に、長年の習慣から、左
側の安全確認ばかりに気を取られ、左折先道路を、右側より横断する歩行
者・自転車を見落としてしまうことがあります。

チャプター６ 右左折時の事故を防止するために 

② 左折時の事故防止(2 分 28 秒) 
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22:21 シニアドライバーにとって、健康管理はとても重要です。

22:28 緑内障などの眼の病気により、視野が欠けたり、狭くなったりすると、交通
事故の危険性はますます高まります。４０歳以上の２０人に１人、７０歳台の
１０人に１人は緑内障とされており、緑内障にかかっている人の比率は、年
齢と共に増加していきます。

22:51 視野がせまくなったり、欠けたりする症状は、自覚することが難しく、事故を
起こして初めて気づくケースもあります。

23:03 車両のいたるところに、キズやへこみが目立ってきたら、空間認識力の衰
えが心配されます。認知症の可能性もありますので、病院で、総合的な検
査を受診しておきましょう。

23:19 また、６５歳以上になると、アクセルとブレーキの踏み間違いのリスクが高く
なるという研究結果もあります。

23:30 若い頃は、事故を１回も起こさない優良ドライバーだった人が、高齢にな
り、突然、死亡事故などの重大事故を引き起こすケースがあるそうです。
誰しも年齢を重ねると、身体機能が低下してくるのは、ごく当たり前のこと
です。身体機能の低下は、速度や車間距離に余裕を持った運転をすると
ともに、こまめに休憩をとることでカバーして下さい。

24:03 運転経験を積むと、運転技量の向上だけでなく、不安全な行動をも、学習
してしまうことをご存じでしょうか。例えば、一時停止をしなくても事故になら
ないことが何回も続くと、「停止線で止まらなくても安全」と思い込むように
なります。さらに、一時停止しないことに慣れてくると、停止することさえ意
識しなくなります。長期間事故を起こさずに運転を続けていると、「安全運
転が出来ている」と思いがちですが、単に運が良かっただけかもしれませ
ん。
誰しも他人に自分の運転をとやかく言われたくはありませんが、定期的に
信頼のおける人に同乗してもらい、運転をチェックしてもらうことは、自分の
危険な運転を自覚するために必要なことです。
また、高齢者講習は自分の運転をチェックできる非常に良い機会です。
シニアドライバーの皆さん、進んで他の人のアドバイスに耳を傾ける心の
余裕を持ち、いつまでも、元気で安全運転を続けて下さい。

チャプター７ その他の注意点（3 分 22 秒） 
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１
．
「
シ
ニ
ア
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
の

特
徴
」
シ
ー
ン
に
関
し
て
以
下
の
表
の
質
問
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。

 

                

次
の
シ
ー
ン
の
映
像
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

注
：
調
査
時
の
選
択
肢
番
号
は
左
端
か
ら

1
,
2
,
3
,
4
と
し
た
が
、
こ
こ
で
は
解
析
時
に
付
与
し
た
評
価
点
に
合
わ
せ
た
表
記
と
し
た
。
 

非 常 に わ か り や す い

わ か り や す い

や や わ か り に く い

わ か り に く い

非 常 に 重 要 で あ る

重 要 で あ る

あ ま り 重 要 で な い

重 要 で な い

非 常 に 効 果 的 で あ る

効 果 的 で あ る

あ ま り 効 果 的 で な い

効 果 的 で な い

1

6
4
歳

以
下

は
過

去
1
0
年

間
で
約

4
0
%
減

少
し
て
い
る
が

、
6
5
歳

以
上

の
事

故
件

数
は

約
1
7
%
増

加
。

年
齢

が
高

く
な
る
に
つ
れ

死
亡

事
故

件
数

が
増

加

4
3

2
1

4
3

2
1

4
3

2
1

2

6
5
歳

以
上

に
多

い
事

故
は

「
出

会
い
頭

事
故

」
、
「
追

突
事

故
」
、
「
右

折
時

の
事

故
」
で
、
こ
の

３
種

類
の

事
故

で
全

体
の

約
３
分

の
２
を
占

め
る
。

4
3

2
1

4
3

2
1

4
3

2
1

3

高
齢

に
な
る
に
つ
れ

増
加

す
る
事

故
「
出

会
い
頭

事
故

」
、
「
車

両
単

独
事

故
」
、
「
右

折
時

の
事

故
」
、
「
後

退
時

の
事

故
」
、
「
左

折
時

の
事

故
」

4
3

2
1

4
3

2
1

4
3

2
1

シ ー ン 番 号

そ
の

他
、

気
づ
い
た
点

な
ど
が

あ
れ

ば
記

入
し
て

く
だ
さ
い
。

映
像

シ
ー
ン

シ
ー
ン
映

像
例

高
齢

運
転

者
に
と
っ
て

わ
か

り
や

す
い
内

容
だ
と
思

い
ま
し
た
か

？

【
左

で
、
３
ま
た
は

４
に
○

印
を
つ

け
た
場

合
】

　
わ

か
り
に
く
い
点

を
具

体
的

に
　
　
記

入
し
て
く
だ
さ
い

高
齢

運
転

者
に
対

す
る
教

育
項

目
と
し
て
重

要
で
す
か

？

高
齢
運
転
者
の
安
全
運
転

に
効
果
的
と
考
え
ま
す
か
？

※
高
齢
者
に
注
意
喚
起
で

き
る
か
。

資料-14



２
．
「
出
会
い
頭
の
事
故
を
防
止
す
る

た
め
に
 
①
一
時
停
止
の
重
要
性
」
シ
ー
ン
に
関
し
て
以
下
の
表
の
質
問
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。

 

                 
 

次
の
ペ
ー
ジ
に
も
質
問
が
続
き
ま
す
。

 

注
：
調
査
時
の
選
択
肢
番
号
は
左
端
か
ら

1
,
2
,
3
,
4
と
し
た
が
、
こ
こ
で
は
解
析
時
に
付
与
し
た
評
価
点
に
合
わ
せ
た
表
記
と
し
た
。
 

非 常 に わ か り や す い

わ か り や す い

や や わ か り に く い

わ か り に く い

非 常 に 重 要 で あ る

重 要 で あ る

あ ま り 重 要 で な い

重 要 で な い

非 常 に 効 果 的 で あ る

効 果 的 で あ る

あ ま り 効 果 的 で な い

効 果 的 で な い

4
高

齢
者

講
習

に
お
い
て
一

時
停

止
位

置
で
正

し
く
止

ま
れ

た
方

は
約

４
割

4
3

2
1

4
3

2
1

4
3

2
1

5

一
時

停
止

の
意

味

自
分

が
周

囲
の

安
全

確
認

す
る
た
め
だ

け
で
な
く
、
周

囲
に
自

身
の

存
在

を
知

ら
せ

る
と
い
う
重

要
な
役

割
が

あ
る
。

4
3

2
1

4
3

2
1

4
3

2
1

6

正
し
い
一

時
停

止
の

方
法

完
全

に
停

止
し
た
こ
と
を
確

認
（
も
う
一

度
ブ
レ
ー
キ
を
強

く
踏

む
）

停
止

し
た
状

態
で
左

右
の

安
全

確
認

を
す
る
。

4
3

2
1

4
3

2
1

4
3

2
1

シ ー ン 番 号

そ
の

他
、

気
づ
い
た
点

な
ど
が

あ
れ

ば
記

入
し
て

く
だ
さ
い
。

映
像

シ
ー
ン

シ
ー
ン
映

像
例

高
齢

運
転

者
に
と
っ
て

わ
か

り
や

す
い
内

容
だ
と
思

い
ま
し
た
か

？

【
左

で
、
３
ま
た
は

４
に
○

印
を
つ

け
た
場

合
】

　
わ

か
り
に
く
い
点

を
具

体
的

に
　
　
記

入
し
て
く
だ
さ
い

高
齢

運
転

者
に
対

す
る
教

育
項

目
と
し
て
重

要
で
す
か

？

高
齢
運
転
者
の
安
全
運
転

に
効
果
的
と
考
え
ま
す
か
？

※
高
齢
者
に
注
意
喚
起
で

き
る
か
。

資料-15



                   

次
の
シ
ー
ン
の
映
像
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

注
：
調
査
時
の
選
択
肢
番
号
は
左
端
か
ら

1
,
2
,
3
,
4
と
し
た
が
、
こ
こ
で
は
解
析
時
に
付
与
し
た
評
価
点
に
合
わ
せ
た
表
記
と
し
た
。
 

非 常 に わ か り や す い

わ か り や す い

や や わ か り に く い

わ か り に く い

非 常 に 重 要 で あ る

重 要 で あ る

あ ま り 重 要 で な い

重 要 で な い

非 常 に 効 果 的 で あ る

効 果 的 で あ る

あ ま り 効 果 的 で な い

効 果 的 で な い

7

見
通

し
の

悪
い
交

差
点

の
通

過
方

法

停
止

線
で
停

止
後

、
左

右
の

安
全

を
確

認
し
て
、
何

回
か

停
止

・
徐

行
を
繰

り
返

し
、
安

全
確

認
を
す
る
。

4
3

2
1

4
3

2
1

4
3

2
1

8

漫
然

一
時

停
止

、
交

差
点

の
見

落
と
し

に
注

意
。

相
手

が
譲

っ
て
く
れ

る
だ
ろ
う
で
は

な
く
、

相
手

に
譲

る
こ
と
が

大
切

。

4
3

2
1

4
3

2
1

4
3

2
1

9

バ
イ
ク
運

転
者

も
同

様
の

注
意

が
必

要
で
あ
る
。

自
転

車
や

徒
歩

の
場

合
、
一

時
停

止
が

甘
い
運

転
者

が
多

い
た
め
注

意
が

必
要

で
あ
る
。

4
3

2
1

4
3

2
1

4
3

2
1

シ ー ン 番 号

そ
の

他
、

気
づ
い
た
点

な
ど
が

あ
れ

ば
記

入
し
て

く
だ
さ
い
。

映
像

シ
ー
ン

シ
ー
ン
映

像
例

高
齢

運
転

者
に
と
っ
て

わ
か

り
や

す
い
内

容
だ
と
思

い
ま
し
た
か

？

【
左

で
、
３
ま
た
は

４
に
○

印
を
つ

け
た
場

合
】

　
わ

か
り
に
く
い
点

を
具

体
的

に
　
　
記

入
し
て
く
だ
さ
い

高
齢

運
転

者
に
対

す
る
教

育
項

目
と
し
て
重

要
で
す
か

？

高
齢
運
転
者
の
安
全
運
転

に
効
果
的
と
考
え
ま
す
か
？

※
高
齢
者
に
注
意
喚
起
で

き
る
か
。

資料-16



３
．
「

出
会

い
頭

の
事

故
を
防

止
す

る
た
め
に
 

②
駐
車
場
出
口
に
お
け
る
一
時
停
止
の
重
要
性
」
シ
ー
ン
に
関
し
て
以
下
の
表
の
質
問
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。
 

   
 

           

次
の
シ
ー
ン
の
映
像
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

注
：
調
査
時
の
選
択
肢
番
号
は
左
端
か
ら

1
,
2
,
3
,
4
と
し
た
が
、
こ
こ
で
は
解
析
時
に
付
与
し
た
評
価
点
に
合
わ
せ
た
表
記
と
し
た
。
 

非 常 に わ か り や す い

わ か り や す い

や や わ か り に く い

わ か り に く い

非 常 に 重 要 で あ る

重 要 で あ る

あ ま り 重 要 で な い

重 要 で な い

非 常 に 効 果 的 で あ る

効 果 的 で あ る

あ ま り 効 果 的 で な い

効 果 的 で な い

1
0

駐
車

場
出

口
に
お
け
る
一

時
停

止
の

重
要

性

右
側

ば
か

り
気

に
し
て
左

側
の

安
全

確
認

が
不

十
分

に
な
り
が

ち
で
あ
る
。

周
囲

に
自

身
の

存
在

を
知

ら
せ

る
と
い
う

重
要

な
役

割
が

あ
る
。

4
3

2
1

4
3

2
1

4
3

2
1

1
1

正
し
い
一

時
停

止
の

方
法

車
道

の
手

前
で
停

止
し
、
自

身
の

存
在

を
周

囲
に
知

ら
せ

る
。
そ
の

後
ゆ
っ
く
り

前
進

し
、
も
う
一

度
停

止
し
て
左

右
の

安
全

確
認

4
3

2
1

4
3

2
1

4
3

2
1

1
2

お
互

い
に
道

を
譲

っ
て
く
れ

る
と
思

い
、

発
進

す
る
と
相

手
も
発

進
し
て
事

故
に
な

る
ケ
ー
ス
が

あ
る
。

こ
ん
な
時

は
、
自

動
車

側
が

道
を
譲

る
の

が
安

全
。

4
3

2
1

4
3

2
1

4
3

2
1

シ ー ン 番 号

そ
の

他
、

気
づ
い
た
点

な
ど
が

あ
れ

ば
記

入
し
て

く
だ
さ
い
。

映
像

シ
ー
ン

シ
ー
ン
映

像
例

高
齢

運
転

者
に
と
っ
て

わ
か

り
や

す
い
内

容
だ
と
思

い
ま
し
た
か

？

【
左

で
、
３
ま
た
は

４
に
○

印
を
つ

け
た
場

合
】

　
わ

か
り
に
く
い
点

を
具

体
的

に
　
　
記

入
し
て
く
だ
さ
い

高
齢

運
転

者
に
対

す
る
教

育
項

目
と
し
て
重

要
で
す
か

？

高
齢
運
転
者
の
安
全
運
転

に
効
果
的
と
考
え
ま
す
か
？

※
高
齢
者
に
注
意
喚
起
で

き
る
か
。

資料-17



４
．
「
追
突
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に

 
車
間
距
離
の
重
要
性
」
シ
ー
ン
に
関
し
て
以
下
の
表
の
質
問
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。

 

                  

次
の
シ
ー
ン
の
映
像
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

注
：
調
査
時
の
選
択
肢

番
号
は
左
端
か
ら

1
,
2
,
3
,
4
と
し
た
が
、
こ
こ
で
は
解
析
時
に
付
与
し
た
評

価
点
に
合
わ
せ
た
表
記
と
し
た
。
 

非 常 に わ か り や す い

わ か り や す い

や や わ か り に く い

わ か り に く い

非 常 に 重 要 で あ る

重 要 で あ る

あ ま り 重 要 で な い

重 要 で な い

非 常 に 効 果 的 で あ る

効 果 的 で あ る

あ ま り 効 果 的 で な い

効 果 的 で な い

1
3

車
間

距
離

を
と
る
こ
と
で
、
前

方
の

視
界

が
確

保
さ
れ

、
道

路
標

識
や

信
号

等
を

確
認

し
や

す
く
な
る
。

4
3

2
1

4
3

2
1

4
3

2
1

1
4

信
号

の
変

わ
り
目

に
車

間
を
詰

め
、
先

を
急

ぐ
と
前

の
車

に
追

突
す
る
危

険
性

が
高

く
な
る
。

4
3

2
1

4
3

2
1

4
3

2
1

1
5

バ
イ
ク
を
運

転
さ
れ

る
方

も
自

動
車

と
同

様
、
車

間
距

離
を
充

分
保

つ
こ
と
。

4
3

2
1

4
3

2
1

4
3

2
1

シ ー ン 番 号

そ
の

他
、

気
づ
い
た
点

な
ど
が

あ
れ

ば
記

入
し
て

く
だ
さ
い
。

映
像

シ
ー
ン

シ
ー
ン
映

像
例

高
齢

運
転

者
に
と
っ
て

わ
か

り
や

す
い
内

容
だ
と
思

い
ま
し
た
か

？

【
左

で
、
３
ま
た
は

４
に
○

印
を
つ

け
た
場

合
】

　
わ

か
り
に
く
い
点

を
具

体
的

に
　
　
記

入
し
て
く
だ
さ
い

高
齢

運
転

者
に
対

す
る
教

育
項

目
と
し
て
重

要
で
す
か

？

高
齢
運
転
者
の
安
全
運
転

に
効
果
的
と
考
え
ま
す
か
？

※
高
齢
者
に
注
意
喚
起
で

き
る
か
。

資料-18



５
．
「
右
左
折
時
の
事
故
を
防
止
す
る

た
め
に
 
①
右
折
時
の
事
故
防
止
」
シ
ー
ン
に
関
し
て
以
下
の
表
の
質
問
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。

 

                  

次
の
ペ
ー
ジ
に
も
質
問
が
続
き
ま
す
。

 

注
：
調
査
時
の
選
択
肢

番
号
は
左
端
か
ら

1
,
2
,
3
,
4
と
し
た
が
、
こ
こ
で
は
解
析
時
に
付
与
し
た

評
価
点
に
合
わ
せ
た
表
記
と
し
た
。
 

非 常 に わ か り や す い

わ か り や す い

や や わ か り に く い

わ か り に く い

非 常 に 重 要 で あ る

重 要 で あ る

あ ま り 重 要 で な い

重 要 で な い

非 常 に 効 果 的 で あ る

効 果 的 で あ る

あ ま り 効 果 的 で な い

効 果 的 で な い

1
6

右
折

時
の

右
側

は
見

に
く
い
た
め
意

識
し
て
確

認
す
る
こ
と
が

大
切

右
側

の
み

に
意

識
を
集

中
せ

ず
、
左

右
バ

ラ
ン
ス
良

く
安

全
確

認
を
す
る
こ
と
。

4
3

2
1

4
3

2
1

4
3

2
1

1
7

徒
歩

や
自

転
車

で
横

断
歩

道
を
渡

る
際

の
注

意
4

3
2

1
4

3
2

1
4

3
2

1

1
8

右
折

小
回

り
の

危
険

性

正
し
い
右

折
方

法
4

3
2

1
4

3
2

1
4

3
2

1

シ ー ン 番 号

そ
の

他
、

気
づ
い
た
点

な
ど
が

あ
れ

ば
記

入
し
て

く
だ
さ
い
。

映
像

シ
ー
ン

シ
ー
ン
映

像
例

高
齢

運
転

者
に
と
っ
て

わ
か

り
や

す
い
内

容
だ
と
思

い
ま
し
た
か

？

【
左

で
、
３
ま
た
は

４
に
○

印
を
つ

け
た
場

合
】

　
わ

か
り
に
く
い
点

を
具

体
的

に
　
　
記

入
し
て
く
だ
さ
い

高
齢

運
転

者
に
対

す
る
教

育
項

目
と
し
て
重

要
で
す
か

？

高
齢
運
転
者
の
安
全
運
転

に
効
果
的
と
考
え
ま
す
か
？

※
高
齢
者
に
注
意
喚
起
で

き
る
か
。

資料-19



                   

次
の
シ
ー
ン
の
映
像
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

注
：
調
査
時
の

選
択
肢
番
号
は
左
端
か
ら

1
,
2
,
3
,
4
と
し
た
が
、
こ
こ
で
は
解
析
時
に
付
与

し
た
評
価
点
に
合
わ
せ
た
表
記
と
し
た
。
 

非 常 に わ か り や す い

わ か り や す い

や や わ か り に く い

わ か り に く い

非 常 に 重 要 で あ る

重 要 で あ る

あ ま り 重 要 で な い

重 要 で な い

非 常 に 効 果 的 で あ る

効 果 的 で あ る

あ ま り 効 果 的 で な い

効 果 的 で な い

1
9

信
号
の
変
わ
り
目
は
歩
行
者
・
自
転
車

も
急
い
で
渡
ろ
う
と
し
事
故
が
多
い
の
で

注
意
が
必
要

4
3

2
1

4
3

2
1

4
3

2
1

2
0

右
矢
印
信
号
交
差
点
で
は
右
矢
印
が
点

灯
す
る
の
を
待
っ
て
右
折
す
る
と
よ
り
安

全
4

3
2

1
4

3
2

1
4

3
2

1

シ ー ン 番 号

そ
の
他
、

気
づ
い
た
点
な
ど
が

あ
れ
ば
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

映
像
シ
ー
ン

シ
ー
ン
映
像
例

高
齢
運
転
者
に
と
っ
て

わ
か
り
や
す
い
内
容

だ
と
思
い
ま
し
た
か
？

【
左
で
、
３
ま
た
は
４
に
○
印
を
つ

け
た
場
合
】

　
わ
か
り
に
く
い
点
を
具
体
的
に

　
　
記
入
し
て
く
だ
さ
い

高
齢
運
転
者
に
対
す

る
教
育
項
目
と
し
て
重

要
で
す
か
？

高
齢

運
転

者
の

安
全

運
転

に
効

果
的

と
考

え
ま
す

か
？

※
高

齢
者

に
注

意
喚

起
で

き
る
か

。
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６
．
「
右
左
折
時
の
事
故
を
防
止
す
る

た
め
に
 
②
左
折
時
の
事
故
防
止
」
シ
ー
ン
に
関
し
て
以
下
の
表
の
質
問
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。

 

        

次
の
シ
ー
ン
の
映
像
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

注
：
調
査
時
の
選
択
肢
番
号
は
左
端
か
ら

1
,
2
,
3
,
4
と
し
た
が
、
こ
こ
で
は
解
析
時
に
付
与
し
た
評
価
点
に
合
わ
せ
た
表
記
と
し
た
。
 

非 常 に わ か り や す い

わ か り や す い

や や わ か り に く い

わ か り に く い

非 常 に 重 要 で あ る

重 要 で あ る

あ ま り 重 要 で な い

重 要 で な い

非 常 に 効 果 的 で あ る

効 果 的 で あ る

あ ま り 効 果 的 で な い

効 果 的 で な い

2
1

左
折

時
に
左

側
は

死
角

が
生

じ
る
た
め

意
識

し
て
確

認
す
る
こ
と
が

重
要

。
左

側
の

安
全

確
認

だ
け
で
な
く
左

右
バ

ラ
ン
ス
良

く
注

意
す
る
こ
と
が

重
要

。
4

3
2

1
4

3
2

1
4

3
2

1

2
2

バ
イ
ク
や

自
転

車
の

運
転

者
及

び
歩

行
者

へ
の

注
意

点
。
な
る
べ

く
自

動
車

の
左

側
に
入

ら
な
い
。

4
3

2
1

4
3

2
1

4
3

2
1

2
3

右
左

折
時

の
注

意
点

方
向

指
示

器
を
早

め
に
出

す
。

4
3

2
1

4
3

2
1

4
3

2
1

シ ー ン 番 号

そ
の

他
、

気
づ
い
た
点

な
ど
が

あ
れ

ば
記

入
し
て

く
だ
さ
い
。

映
像

シ
ー
ン

シ
ー
ン
映

像
例

高
齢

運
転

者
に
と
っ
て

わ
か

り
や

す
い
内

容
だ
と
思

い
ま
し
た
か

？

【
左

で
、
３
ま
た
は

４
に
○

印
を
つ

け
た
場

合
】

　
わ

か
り
に
く
い
点

を
具

体
的

に
　
　
記

入
し
て
く
だ
さ
い

高
齢

運
転

者
に
対

す
る
教

育
項

目
と
し
て
重

要
で
す
か

？

高
齢
運
転
者
の
安
全
運
転

に
効
果
的
と
考
え
ま
す
か
？

※
高
齢
者
に
注
意
喚
起
で

き
る
か
。
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７
．
「
そ
の
他
の
注
意
点
」
「
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
」
シ
ー
ン
に
関
し
て
以
下
の
表
の
質
問
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。
 

         
 

次
の
ペ
ー
ジ
に
も
質
問
が
続
き
ま
す
。

 

注
：
調

査
時
の
選
択
肢
番
号
は
左
端
か
ら

1
,
2
,
3
,
4
と
し
た
が
、
こ
こ
で
は
解
析
時

に
付
与
し
た
評
価
点
に
合
わ
せ
た
表
記
と
し
た
。
 

非 常 に わ か り や す い

わ か り や す い

や や わ か り に く い

わ か り に く い

非 常 に 重 要 で あ る

重 要 で あ る

あ ま り 重 要 で な い

重 要 で な い

非 常 に 効 果 的 で あ る

効 果 的 で あ る

あ ま り 効 果 的 で な い

効 果 的 で な い

2
4

高
齢

に
な
る
と
緑

内
障

な
ど
目

の
病

気
に
よ
り
、
視

野
欠

損
に
な
り
や

す
い
。

視
野

欠
損

は
自

覚
が

難
し
く
、
事

故
を
起

こ
し
て
初

め
て
気

づ
く
ケ
ー
ス
が

あ
る
。

4
3

2
1

4
3

2
1

4
3

2
1

2
5

車
両

の
い
た
る
と
こ
ろ
に
キ
ズ
や

へ
こ
み

が
目

立
っ
て
き
た
ら
、
認

知
症

の
可

能
性

も
あ
る
た
め
病

院
で
総

合
的

な
検

査
を

受
診

。

4
3

2
1

4
3

2
1

4
3

2
1

2
6

6
5
歳

以
上

に
な
る
と
ア
ク
セ
ル

と
ブ
レ
ー

キ
の

踏
み

間
違

い
が

多
く
な
る
。

4
3

2
1

4
3

2
1

4
3

2
1

シ ー ン 番 号

そ
の

他
、

気
づ
い
た
点

な
ど
が

あ
れ

ば
記

入
し
て

く
だ
さ
い
。

映
像

シ
ー
ン

シ
ー
ン
映

像
例

高
齢

運
転

者
に
と
っ
て

わ
か

り
や

す
い
内

容
だ
と
思

い
ま
し
た
か

？

【
左

で
、
３
ま
た
は

４
に
○

印
を
つ

け
た
場

合
】

　
わ

か
り
に
く
い
点

を
具

体
的

に
　
　
記

入
し
て
く
だ
さ
い

高
齢

運
転

者
に
対

す
る
教

育
項

目
と
し
て
重

要
で
す
か

？

高
齢
運
転
者
の
安
全
運
転

に
効
果
的
と
考
え
ま
す
か
？

※
高
齢
者
に
注
意
喚
起
で

き
る
か
。
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次
の
ペ
ー
ジ
に
も
質
問
が
続
き
ま
す
。

 

注
：

調
査
時
の
選
択
肢
番
号
は
左
端
か
ら

1
,
2
,
3
,
4
と
し
た
が
、
こ
こ
で
は
解
析

時
に
付
与
し
た
評
価
点
に
合
わ
せ
た
表
記
と
し
た
。
 

非 常 に わ か り や す い

わ か り や す い

や や わ か り に く い

わ か り に く い

非 常 に 重 要 で あ る

重 要 で あ る

あ ま り 重 要 で な い

重 要 で な い

非 常 に 効 果 的 で あ る

効 果 的 で あ る

あ ま り 効 果 的 で な い

効 果 的 で な い

2
7

身
体
機
能
の
低
下
は
速
度
や
車
間
距
離

に
余
裕
を
持
っ
た
運
転
で
カ
バ
ー

4
3

2
1

4
3

2
1

4
3

2
1

2
8

エ
ン
デ
ィ
ン
グ

不
安
全
行
動
の
学
習

他
の
人
に
同
乗
し
て
も
ら
い
自
身
の
運

転
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要

4
3

2
1

4
3

2
1

4
3

2
1

シ ー ン 番 号

そ
の
他
、

気
づ
い
た
点
な
ど
が

あ
れ
ば
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

映
像
シ
ー
ン

シ
ー
ン
映
像
例

高
齢
運
転
者
に
と
っ
て

わ
か
り
や
す
い
内
容

だ
と
思
い
ま
し
た
か
？

【
左
で
、
３
ま
た
は
４
に
○
印
を
つ

け
た
場
合
】

　
わ
か
り
に
く
い
点
を
具
体
的
に

　
　
記
入
し
て
く
だ
さ
い

高
齢
運
転
者
に
対
す

る
教
育
項
目
と
し
て
重

要
で
す
か
？

高
齢

運
転

者
の

安
全

運
転

に
効

果
的

と
考

え
ま
す

か
？

※
高

齢
者

に
注

意
喚

起
で

き
る
か

。
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問
５
 
ご
覧
い
た
だ
い
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
（
仮
編
集
版
）
に
関
し
て
、
仮
に
視
聴
時
間
を
短
く
す
る
と
し
た
ら
、
あ
な
た
な
ら
ど
の
項
目
を
削
り
ま
す
か
。

ま
ず
、
削
っ
て
も
良
い
教
育
項
目
の
有

無
を
お
答
え
い
た
だ
き
、
も
し
、
削
っ
て
も
良
い
教
育
項
目
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
２
ペ
ー
ジ
か
ら

1
1
ペ

ー
ジ
ま
で
に
示
し
た
表
の
右
側
欄
外
に
、
○
印
を
ご
記
入
下
さ
い
。
（
い
く
つ
で
も
可
）
 

 
1
.
削
っ
て
も
良
い
教
育
項
目
は
無
い
。
 
 
 
 
2
.
削
っ
て
も
良
い
教
育
項
目
が
あ
る
。
→
2
ペ
ー
ジ
か
ら

1
1
ペ
ー
ジ
の
表
右
欄
外
に
○
 

 問
６
 
最
後
に
、
ご
覧
頂
い
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
（
仮
編
集
版
）
に
関
し
て
、
こ
の
よ
う
に
改
善
す
れ
ば

安
全
教
育
効
果
が
高
ま
る
な
ど
、
ご
意
見
、
ご

提

案
が
あ
れ
ば
、
自
由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。
 

 

ご
協
力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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交交通通安安全全教教育育ＤＤＶＶＤＤ  

 

 

 

 

 

指指導導ガガイイドド  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全運転をつくろう。 

自動車安全運転センター 

資料-25



 

 

はじめに 

 

 自 動 車 安 全 運 転 センターでは、交 通 安 全 に関する様 々な取 り組 みを行 っています。その活

動の一環として、交通安全教育ＤＶＤを制作しております。 

 今回は「シニアドライバーの安全運転」と題して、高齢運転者に向けた交通安全教育ＤＶＤを

制作しました。 

内容は、高齢運転者の事故の特徴（高齢運転者に多い事故、高齢になると増加する事故）

に着目し、「出会い頭事故」、「追突事故」、「右左折時の事故」の３つを取り上げ、その防止策

を解説しました。 

 本ＤＶＤは、個人での利用はもちろん、高齢者が集まる団体（老人クラブ、シルバー人材セン

ター等）においての交通安全教育の場や、高齢者講習同等教育等で活用いただくことを念頭

に置いて制作しました。 

集合の交通安全教育における視聴覚教材として利用していただくほか、分割して視聴しや

すいように 3～6 分前後のチャプターに分けています。全編を連続して視聴するだけでなく、10

～15 分程度のブロックに分けて視聴する等、様々な交通安全教育での利用が可能です。 

この「指導ガイド」は、交通安全教育の指導者が、より効果的に安全運転教育を行うための

参考資料として役立つように制作しました。 

ＤＶＤ映像と共に、この指導ガイドを活用していただければ幸いです。 
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（１）事前準備の必要性 

 視 聴覚 教 材 は、そのまま視 聴 者 に視 聴させれば交 通 安 全 教 育 の効 果が発 揮されるというも

のではありません。様 々な交 通 安 全 教 育 の手 法 がありますが、視 聴 覚 教 材 の最 大のメリットは

内容を映像でわかりやすく表現して伝えることができることです。しかし、その一方で、視聴者が

理 解 しているかなどに関 係 なく映 像 が進 んでいく一 方 通 行 的 な教 育 である短 所 も持っていま

す。 

 この短 所 を補うのが安 全 教 育 指 導 者の役 割です。単に視 聴 覚 教 材を見 せるのではなく、注

意すべき点を補足、強調するなどの工夫が必要です。また、視聴覚教材を補う最新の情報を

用意して補足説明を行うことも大切です。 

 視聴覚教材を使用した教育は、視聴者が消極的になる場合もあるため、視聴者を積極的に

参加させる状態を作り出す工夫も必要です。視聴後の討議、感想文等の時間を設けるなども

有効です。 

 

（２）関連統計資料等の準備 

 視聴覚教材には、最新の情報がありませんので、必要に応じて関連の情報を集め、ＤＶＤ視

聴前後に最新の状況を説明してください。 

 交通安全のための調査研究資料や交通事故に関連した統計情報等は、以下のホームペー

ジが代表的なものです。これらのホームページで事前に関連情報を収集しておくことも大切で

す。 

 

交通安全に関する調査研究報告書、統計資料を掲載しているホームページ 

警察庁（統計） http://www.npa.go.jp/toukei/index.htm#koutsuu 

自動車安全運転センター 

（調査研究ライブラリー） 
http://www.jsdc.or.jp/library/index.html 

国土交通省 

 （自動車総合安全情報） 
http://www.mlit.go.jp/jidosha/anzen/index.html 

公益財団法人交通事故 

総合分析センター 
http://www.itarda.or.jp/ 

同上（研究報告書） http://www.itarda.or.jp/materials/publications_free.php?page=2 

同上（交通統計） http://www.itarda.or.jp/materials/publications_free.php?page=4 

１１ ．．視視聴聴覚覚教教育育のの事事前前資資料料準準備備  

資料-28



 

100 99 
97 

91 

84 

77 

73 
72 

68 
65 61 

100 106 

111 

112 

116 

115 
118 

119 
116 116 

117 

60

80

100

120

H15年 H16年 H17年 H18年 H19年 H20年 H21年 H22年 H23年 H24年 H25年

64歳以下 65歳以上

指数（平成15年＝100）

 

 

 本 DVD は 7 つのチャプターに分かれています。ここでは、それぞれのチャプターの指導ポイン

トを紹介しておきます。 

 

チチャャププタターー１１（（22 分分 2266 秒秒））  

オオーーププニニンンググ～～シシニニアアドドラライイババーーのの事事 故故 のの特特 徴徴   

  

 

（１）オープニング 

 このＤＶＤのテーマは、「シニアドライバーの安全運転」です。  

 

(2)シニアドライバーの事故の特徴 

シニアドライバーの事故の特徴を３つのグラフで示しています。 

最初のグラフは、平成 15 年の事故件数を 100 として、平成 25 年までの 10 年間の事故件数

の推移を 64 歳以下と 65 歳以上に分けて示しています。 

64 歳以下については過去 10 年間で約 40%減少していますが、65 歳以上の事故件数は約

17%増加していることがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資 料 ：交 通 統 計 （公 益 財 団 法 人 交 通 事 故 総 合 分 析 センター） 

 

次のグラフは、事故１万件あたりの死亡事故件数です。 

年齢が高くなるにつれ死亡事故件数が多くなる傾向があり、シニアドライバーが一旦事故を

起こすと死亡事故などの重大事故につながる可能性が高いことを示しています。 

 

22．．チチャャププタターーごごととのの指指導導ポポイインントト  
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22

55 60

85

165

0

60

120

180

0歳～

15歳

16歳～

24歳

25歳～

64歳

65歳～

74歳

75歳～

事故1万件当たり死亡事故件数

30.6% 22.7% 9.5% 37.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65歳以上

出会い頭 追突 右折 その他

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資 料 ：公 益 財 団 法 人 交 通 事 故 総 合 分 析 センター 

 

３つめのグラフは 65 歳以上に多い事故を示しています。 

65 歳以上に多い事故「出会い頭事故」、「追突事故」、「右折時の事故」で、この３種類の事

故で、全体の約３分の２を占めています。 

※ 映像には示しておりませんが、この３つの事故が多いのは 64 歳以下も同様です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

資 料 ：交 通 統 計 （公 益 財 団 法 人 交 通 事 故 総 合 分 析 センター） 

 

その他、高齢になるにつれ増加する事故は「出会い頭事故」を筆頭に、「右左折時の事故」、

「車両単独事故」、「後退時の事故」です。 

このようなシニアドライバーの事故の特徴は、若い頃に比べ、視力が低下したり、反応時間が

遅くなるなど、加齢による身体機能の変化と強く関係しています。 

今回はシニアドライバーの身体機能の変化や事故の特徴を踏まえ、 

「出会い頭」 

「追突」 

「右左折時」 

 

の事故に着目し、その防止策を解説します。 

65 歳以上 
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運転行動診断票集計結果（一時停止標識のある交差点）

67.9

72.4

53.2

38.7

73.4

22.4

32.1

27.6

46.8

61.3

26.6

77.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

交差点手前での徐行

一時停止標識の確認

確実な停止

停止位置

交差道路の安全確認

二段階停止

実施できた 実施できなかった

 

チチャャププタターー２２（（66 分分 2233 秒秒））  

((11))出出 会会 いい頭頭 事事 故故 をを防防 止止 すするるたためめにに  

■■■■  一一 時時 停停 止止 のの重重 要要 性性   ■■■■  

  

（１）ドライブレコーダー映像の解説 

直線道路から T 字路を左折しようとします

が、停止線で止まらず、十分な徐行運転も

せずに T 字路に進入して、左から来た自転

車と接触しました。 

運転手は停止線手前から速度を落としな

がら運転していますが、停止線では止まらず、

時速 20 キロを超える速度で交差点に進入し

ています。 右側から来る車ばかりに気を取ら

れて、左から来る自転車と接触しました。 

 

（２）運転行動診断の結果分析の解説 

70 歳以上の方は免許更新時に高齢者講習を受講しますが、自動車安全運転センターが高

齢者講習結果を分析したところ、「一時停止位置」で正しく止まれた方は約４割でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資 料 ：高 齢 運 転 者 に関 する調 査 研 究 Ⅲ（自 動 車 安 全 運 転 センター） 
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このことは、６割の高齢運転者が停止線手前で正しく停止していないことを意味します。 

また、高齢者講習の現場指導員の多くが、高齢運転者の特徴として、自分は停止している

つもりだが、客観的にみると完全に停止していない人が多いことを指摘しています。 

視聴者に、自分は大丈夫と他人事のように思わず、謙虚な気持ちで一時停止の重要性に

ついての解説に耳を傾けるよう指導して下さい。 

 

（３）事故防止のための注意点 

一時停止は、自分が周囲の安全確認を行うこ

とが第 1 の目的ですが、この他に、交差点付近の

他の車両や、二輪車、歩行者、自転車などに、

自分の存在を知らせると言う重要な役割があるこ

とを伝えて下さい。 

自分だけが安全を確認できれば良いのではな

く、周囲に自身の存在を知らせることで、相手も危

険に備えることができるということを理解させて下さい。 

 

（４）正しい一時停止のポイント 

一時停止の手順について、順を追って説明して下さい。 

① 停止線手前で完全に停止したことを確認します。停止したと思ったら、 

② 念のためブレーキをもう一度しっかり踏んで下さい。 

③ 停止した状態で左右の安全確認を必ず行います。 

④ その後、状況に応じた速度で走行しながら左右の安全を確認して交差点に進入します。 

 

こうすることで、同じ交差点に近づいている自転車や歩行者は道路を横断する手前で車の

存在に気づき、必要な対応をとることができます。 

 

※停止線でしっかり停止したことで安心してしまい、左右の安全確認を忘れてしまうと本末転

倒です。左右の安全確認を忘れず実行するよう指導して下さい。 

 

特に見通しの悪い交差点では、停止線で確実に停止し安全確認をした後、何回か停止・徐

行を繰り返し、さらに安全を確認してから交差点に進入するよう指導して下さい。 

 

※普段あまり意識せず一時停止を行っている視聴者には、一度意識して正しい一時停止を

行ってみるよう促して下さい。そして、安全運転に大切なことは、正しい一時停止を習慣化

させることであることを伝えて下さい。 
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（５）その他の注意点 

○停止はするものの、安全確認をしていない、いわゆる漫然一時停止や、交差点の見落とし

に注意が必要です。 

○自分が通行している道路の方が、交差する道路より優先の場合、つまり交差道路側が一

時停止の交差点であっても、明らかな優先道路の場合を除いて、徐行し、安全を確認し

て通過するとより安全です。 

○信号のない交差点では、相手が「譲ってくれるだろう」ではなく、相手に譲ることが大切で

す。 

○一時停止をしっかりしていないのは何もシニアドライバーの皆さんに限ったことではありませ

んが、この危険な運転習慣を、シニアドライバーの皆さんが率先して改め、若いドライバー

に安全運転の模範を示すよう伝えて下さい。 

 

（６）バイクを運転する場合、徒歩や自転車で道路を横断する場合 

○バイクを運転する場合も、自動車と同様の注意が必要だということを指導して下さい。 

○自転車や徒歩で道路を横断する場合は、一時停止をしっかりせず安全確認が甘い運転

者が多いことに注意し、自身の安全確認を確実にするよう指導して下さい。 

 

チチャャププタターー３３（（22 分分 5588 秒秒））  

((11))出出 会会 いい頭頭 事事 故故 をを防防 止止 すするるたためめにに  

■■■■  駐駐 車車 場場 出出 口口 ににおおけけるる一一 時時 停停 止止 のの重重 要要 性性   ■■■■   

  

（１）ドライブレコーダー映像の解説 

車両が、駐車場から歩道に出るとき、歩道の手

前で一時停止を怠った結果、自転車を運転する

高齢者に接触してしまいました。 

 

 

 

（２）事故防止のための注意点 

ドライブレコーダーの映像は右から来る自転車と接触した事故でしたが、一般に多いのは右

から来る車に気を取られて、左から来る自転車や歩行者を見落とすケースです。 

 駐車場から出るとき、右側ばかりを注意して、左側の安全確認が不十分になりがちです。 

道路に出るときには、相手に自分の存在を気づかせるためにも、歩道の手前で一時停止す

るよう指導して下さい。 
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見通しの悪い場所では、歩道の手前で一時停止しても、運

転席からは左右の状況を確認できないため停止は無駄と考え

ている運転者が多いようです。しかし、相手に自分の存在を知

らせるためには、重要なことです。 

 

 

（３）正しい一時停止の手順 

駐車場出口における一時停止の手順について、順を追って説明して下さい。 

① 歩道の手前で必ず停止します。 

② 自分の車の存在を知ってもらってから、ゆっくりと前進をして、更に停止します。 

③ 少し視界が開けたら、今度は自分が左右の安全を確認します。 

 

車道を走る車だけでなく、左右の歩道上の人

や自転車への注意が大切であることを伝えて下さ

い。 

 

 お互いに道を譲ってくれると思い、発進すると相

手も発進して事故になるケースがあります。 

このような時は、自動車側が道を譲るよう指導して

下さい。 

 

チチャャププタターー44（（33 分分 0066 秒秒））  

((２２))追追 突突 事事 故故 をを防防 止止 すするるたためめにに  

■■■■  車車 間間 距距 離離 をを空空 けけるるここととのの重重 要要 性性   ■■■■  

  

追突事故は若年層に多く、高齢になるにつれ減少傾向ですが、それでもシニアドライバーの

事故の２割強を占め、出会い頭事故に続き２番目に多い事故ということを伝えて下さい。 

 

（１）ドライブレコーダー映像の解説 

前を走る車が、自転車の横断に気づき急ブレ

ーキをかけ、追突しそうになりました。 

車間距離が短いと、前の車が急ブレーキをかけ

た時に追突してしまう恐れがあります。 
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（２）事故防止のための注意点 

車間距離を充分に保つと、前方の視界が確保

され、周囲の状況を確認しやすくなることを伝えて

下さい。 

一方、車間距離が短いと、視界の多くを、前の

車が遮ってしまい危険です。車間距離を充分にと

ることで、前方の視界が確保され、道路標識や信

号等を確認しやすくなります。 

 

（３）ドライブレコーダー映像の解説 

車は右折待ちをしています。前の車が動き出し

たので、右折しようと前進しましたが、前の車が急

停止したため追突してしまいました。 

信号の変わり目に車間を詰めて先を急ぐと前

の車に追突してしまう危険性が高くなります。 

 

 

（４）追突事故防止のためのポイント 

追突事故を防止するためには、運転中に考え事をしたり、同乗者との会話に夢中になったり、

わき見運転をせず、運転に集中ことが大切です。 

 

※体調不良や疲労は集中力を欠く原因の 1 つです。運転前に体調が良くないと感じたら無

理に運転をしないように、また、長距離の運転をする時は、若い頃よりこまめに休憩（１時

間に１回を目途に）を取るよう指導して下さい。 

 

加齢に伴い、視力の衰えや反応時間が遅くなるなどの現象が現れてきます。身体機能の衰

えは余裕を持った運転でカバーするよう指導して下さい。 

 

（５）バイクを運転する場合 

○バイクを運転する場合も自動車と同様に、車間距離を充分保つよう指導して下さい。 
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＜参考＞車間距離の目安  

 

ＤＶＤでは紹介していませんが、車間距離の目安として、「車間時間 2 秒以上」という 

ことが言われています。 

 

※車間時間「2 秒」の測り方  

  例えば、前を走る車が「電柱」を通過したとして、その通過の瞬間を「0」とします。 

  そして、自分の車が同じ「電柱」を通過するまでに「2 秒以上」数えることができることができ 

れば車間時間が 2 秒以上あることになります。ただし、「1、2(イチ、ニ)」と数えると実際の 

2 秒間より短い場合があるため、数えるときは「0、1、0、2(ゼロ、イチ、ゼロ、ニ)」と数えましょ

う。 

 

車間時間 2 秒は時速 20ｋｍで走行した場合は約 11ｍ、時速 30ｋｍの場合は１７ｍ、 

時速 40ｋｍの場合は 22ｍの車間距離に相当します。（自分が運転する車も、先行車  

も同じ速度の場合） 

 

※なお、近年国内外では、車間時間３秒以上や４秒以上を推奨する団体も増えています。 

 また、「交通の方法に関する教則」には、車間距離は「天候、路面やタイヤの状態、荷物  

の重さなどを考えに入れ、前の車が急に止まっても、これに追突しないような安全な車間距  

離をとらなければなりません」とされていますが、ここでは分かりやすいように車間時間を説明  

しています。 

 

 

 

チチャャププタターー５５（（44 分分 5544 秒秒））   

((33))右右 左左 折折 時時 のの事事 故故 をを防防 止止 すするるたためめにに   

■■■■   ①①右右 折折 時時 のの事事 故故 防防 止止   ■■■■   

  

右折時の事故はシニアドライバーだけでなく、全ての年齢層に多い事故です。しかし、右折

時の事故は、加齢に伴い増加傾向にあることを伝えて下さい。 

 

（１）ドライブレコーダー映像の解説  

車は、交差点を右折しようとしています。右折

先道路の横断歩道を横断する歩行者に気付か

ず、急停止しました。交差点を右折しようとする時、

ドライバーは右折先の右側ばかりに集中し、左側

から来る歩行者に気づくのが遅くなりました。 
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（２）事故防止のための注意点 

右折時の右側は見にくいため意識して確認 

することが大切です。 

ただし、右側のみに意識が集中してしまうと、 

左側から来る歩行者や自転車への注意が疎か 

になりがちです。速度を充分に落とし、左右バラ 

ンス良く安全確認をするよう指導して下さい。 

 

 

（３）徒歩や自転車で横断歩道を渡る場合 

自動車の右側には死角があります。徒歩や自転車で横断歩道を渡る際は、右折してくる自

動車の死角特性に配慮するよう指導して下さい。 

 

（４）右折小回りの危険 

信号の替わり際などに無理な右折は禁物です。無理に右折をしようとすると右折小回りにな

りがちです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

このＤＶＤでは、右折小回りの開始位置では交 

差点全体の安全を確認しにくいこと、また、横断 

歩道に進入しようとしている自転車等にとって 

右折小回り開始位置は確認しにくいこと、速度 

が速くなりがちなことなどを指摘しています。 

右折時には、ゆっくりと、できれば交差点中央 

手前で停止して交差点全体の安全を確認してか 

ら右折を開始するように指導してください。 

 

右折小回りは、先急ぎ傾向の強い運転者に多く、また、なかなか自覚しにくい右折の癖です。

同乗者がいるときに、相互にチェックしてもらうように指導すると効果的です。 
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（5）その他の注意点 

○信号の変わり目は、自動車だけでなく、歩行者や自転車も急いで渡ろうとし、事故が多いの

で、特に注意が必要です。 

○信号を無視して横断する歩行者・自転車の存在にも注意が必要です。 

○状況（後続車が渋滞等）にもよりますが、信号機に右矢印が点灯する交差点では、右矢印が

点灯するのを待ってから右折するとより安全な右折が可能です。 

 

チチャャププタターー66（（22 分分 2288 秒秒））  

((33))右右 左左 折折 時時 のの事事 故故 をを防防 止止 すするるたためめにに  

■■■■  ②②左左 折折 時時 のの事事 故故 防防 止止   ■■■■  

  

左折時の事故についても、右折時の事故と同様、加齢に伴い増加傾向だということを伝えて

下さい。 

 

（１）ドライブレコーダー映像の解説 

この車は、左折しようとしています。左折先道路

の右側から来た自転車と接触してしまいました。

交差点を左折しようとする時、ドライバーは左折先

の左側ばかりに集中し、右側から来る自転車に気

が付かなかったことがわかります。 

 

 

 

（２）事故防止のための注意点 

左折時の左側はピラーなどで死角が生じるた

め意識して確認することが重要です。 

長年の習慣から、左側の安全確認ばかりに気

を取られ、左折先道路を右側より横断する歩行

者・自転車を見落としてしまうことがあります。 

右折時の安全確認と同様に左折時も左右バラ

ンス良く注意するよう指導して下さい。 

 

ＤＶＤでは紹介していませんが、左側に車を寄せずに左折する自動車を多く見かけますが、

左側巻き込み事故の原因になりますので注意するように指導してください。 
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（３）自転車やバイクを運転する場合 

自動車の左側は、自動車にとって死角となりや

すい場所です。バイクや自転車を運転する場合

は、左折する自動車の左側に入らないよう指導し

て下さい。 

 

 

 

 

（４）右左折時の注意点（方向指示器を早めに点灯） 

方向指示器を早めに点灯させ、後続する車両や、バイク及び自転車に合図をすることが重

要です。合図を忘れたり、出すタイミングが遅くならないよう指導して下さい。 

 

チチャャププタターー７７（（33 分分 2222 秒秒））  

そそのの他他 のの注注 意意 点点 ～～エエンンデディィンンググ  

  

  

（１）健康管理の重要性 

○眼疾患に注意 

緑内障などの眼の病気により、視野が欠けたり狭くなったりすると、交通事故の危険性は

ますます高まります。40 歳以上の 20 人に１人、70 歳台の 10 人に１人は緑内障とされており、

緑内障にかかっている人の比率は年齢と共に増加していきます。 

視野がせまくなったり欠けたりする症状は自覚することが難しく、事故を起こして初めて気 

づくケースもありますので、定期的に眼科検診を受診するよう伝えて下さい。 

 

○認知症について 

車両のいたるところにキズやへこみが目立ってきたら、空間認識力の衰えが心配されます。

認知症の可能性もありますので、病院で総合的な検査を受診するよう指導して下さい。 

 

（２）その他 

65 歳以上になるとアクセルとブレーキの踏み間違いのリスクが高くなるという研究結果もあ

ります。 

ＤＶＤでは紹介していませんが、近年、「先進安全自動車（ASV）技術」という、先進技術を

利用してドライバーの安全運転を支援するシステムを搭載した車両が普及していることを伝

えて下さい。 
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の事故リスク比（人身事故）
30-44歳の事故リスクを1とした場合の「ブレーキとアクセルの踏み間違い」
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資 料 ：矢 野ほか，高 齢 運 転 者 の運 転 操 作 誤 りによる事 故 の分 析，（一 社 ）交 通 科 学 研 究 会 平 成 26 年 度 学 術 研

究 発 表 会 講 演 論 文 集 P27-28 

 

（３）身体機能の低下は余裕を持った運転でカバー 

若い頃は事故を１回も起こさない優良ドライバーだった人が、高齢になり、突然、死亡事故な

どの重大事故を引き起こすケースがあるそうです。 

誰しも年齢を重ねると身体機能が低下してくるのはごく当たり前のことですので、速度や車間

距離に余裕を持った運転をするとともに、こまめに休憩をとるよう指導して下さい。 

 

（４）エンディング 

エンディングで伝えたいことは、運転経験が長いほど、運転技量は上がるものの、手を抜ける

場所では極力手を抜くようになり、運転が我流になってしまうということ（不安全行動の学習）、

その我流の運転習慣をこの機会に一度見直しませんかということの２点です。 

また、運転習慣の見直しには、他人の意見を聞く耳を持つ必要があります。自分の運転にと

やかく言われて、腹を立ててしまうと、いつしか誰も指摘しなくなってしまいます。他人の指摘を

謙虚な気持ちで聞くことが大切だということを伝えて下さい。 

このＤＶＤを視聴したことで、自分の運転習慣を見直すきっかけとなれば幸いです。 
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チャプター毎
の視聴時間

２分割しての
視聴時間

●シニアドライバーの事故の特徴

Chapter 1　シニアドライバーの事故の特徴 ２分２６秒

●出会い頭事故を防止するために

Chapter 2　一時停止の重要性 ６分２３秒

Chapter 3　駐車場出口における一時停止の重要性 ２分５８秒

●追突事故を防止するために

Chapter 4　車間距離を空けることの重要性 ３分０６秒

●右左折時の事故を防止するために

Chapter 5　右折時の事故防止 ４分５４秒

Chapter 6　左折時の事故防止 ２分２８秒

●その他の注意点

Chapter ７　その他の注意点 ３分２２秒

２５分３７秒

１１分４７秒

１３分５０秒

教育項目（タイトル）

全映像時間

 

 

このＤＶＤのエンディングは、ＤＶＤの要約（まとめ）ではなく、視聴者が、今後心掛けていただ

きたい内容を中心としました。したがって、ＤＶＤの内容のまとめは、指導者が行って頂きたいと

考えています。 

効果的な交通安全教育には、各団体の交通安全指導者が、状況に応じて、まとめをしてい

ただくのが重要と思われますが、一般的には、次のような要点をまとめとすることが考えられま

す。 

 

（１）全体的な指導ポイント 

 このＤＶＤでは「出会い頭事故」、「追突事故」、「右左折時の事故」の３つの事故の防止策を

取り上げました。 

いずれも基礎的な内容ばかりですので、視聴対象の高齢者に、自分は関係ないと思わせな

いことが最も重要なポイントです。今まで事故を起こさなかったから、これからも起こさないという

保証はどこにもないということを冒頭で強調して下さい。 

また、ＤＶＤで紹介している事故やヒヤリ・ハット体験の有無を、事前に視聴者から確認してお

き、視聴終了後に、ＤＶＤから学んだ安全運転の方法やコツについて、問いかけやグループ討

議を行うと効果的です。 

このＤＶＤの視聴時間は全編通しで 25 分 37 秒です。全編を一度に視聴すると、人によって

は長いと感じる方もいるかもしれませんので、退屈に感じさせないような工夫が必要です。 

例えば、チャプター毎に視聴させ、その都度、指導者による簡単なまとめを挿入したり、前後

半に区切って視聴させ、中間と最後に指導者によるまとめを挟む等の方法が有効と考えられま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３３ ．．指指導導者者がが行行ううままととめめののポポイインントト  
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（２）「シニアドライバーの事故の特徴」のポイント 

 要約すると、次の 4 点が指導のポイントです。 

・ 65 歳以上の事故件数は増加傾向である。 

・ 死亡事故件数は年齢が高くなるにつれ増加傾向である。シニアドライバーが一旦事故を

起こすと死亡事故などの重大事故につながる可能性が高い。 

・ 65 歳以上に多い事故は「出会い頭事故」、「追突事故」、「右折時の事故」で、この３種

類の事故で、全体の約３分の２を占める。 

・ 高齢になるにつれ増加する事故は「出会い頭事故」、「右左折時の事故」、「車両単独事

故」、「後退時の事故」である。 

 

（３）「出会い頭の事故を防止するために ①一時停止の重要性」のポイント 

 要約すると、次の２点が指導のポイントです。 

・ 一時停止には、自分が周囲の安全確認を行うことだけでなく、周囲に自分の存在を知ら

せると言う重要な役割がある。 

・ 一時停止は、停止線手前で完全に停止して、左右の安全確認を忘れずに実施すること

が重要である。 

 

（４）「出会い頭の事故を防止するために ②駐車場出口における一時停止の重要性」

のポイント 

 要約すると、次の３点が指導のポイントです。 

・ 駐車場から道路に出るときには、相手に自分の存在を気づかせるために、歩道の手前で

必ず停止する。 

・ 車道を走る車だけでなく、左右の歩道上の人や自転車への注意が大切である。 

・ お互いに道を譲ってくれると思い、発進すると相手も発進して事故になるケースがあるが、

その時は、自動車側が道を譲ること。 

 

（５）「追突事故を防止するために 車間距離を空けることの重要性」のポイント 

 要約すると、次の３点が指導のポイントです。 

・ 車間距離を充分に保つと、前方の視界が確保され、周囲の状況を確認しやすくなる。 

・ 追突事故を防止するためには、運転中に考え事をしたり、同乗者との会話に夢中になっ

たり、わき見運転をせず、運転に集中ことが大切である。 

・ 体調不良や疲労は集中力を欠く原因の 1 つである。運転前に体調が良くないと感じたら

無理に運転をしないよう、また、長距離運転時は、若い頃よりこまめに休憩を取るようにす

る。 
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（６）「右左折時の事故を防止するために ①右折時の事故防止」のポイント 

要約すると、次の３点が指導のポイントです。 

・ 右折時の右側は見にくいため意識して確認することが大切である。 

・ ただし、右側のみに意識を集中するのでなく、速度を充分に落とし、左右バランス良く安

全確認をすることが重要である。 

・ 信号の替わり際などに無理に右折をしようとすると、右折小回りになり危険である。右折

小回りは交差点全体の安全確認がしにくく、また速度が出やすいという危険がある。 

 

（７）「右左折時の事故を防止するために ②左折時の事故防止」のポイント 

要約すると、次の３点が指導のポイントです。 

・ 左折時の左側はピラーなどで死角が生じるため意識して確認することが重要である。 

・ 右折時の安全確認と同様に、左折時も左右バランス良く注意することが重要である。 

・ 方向指示器を早めに点灯させ、後続する車両や、バイク及び自転車に合図をすること。

合図を忘れたり、出すタイミングが遅くならないよう注意する。 

 

（８）「その他の注意点」のポイント 

要約すると、次の 2 点が指導のポイントです。 

・ 視野がせまくなったり欠けたりする症状は自覚することが難しく、事故を起こして初めて気

づくケースもあるので、定期的に眼科検診を受診する。 

・ 車両のいたるところにキズやへこみが目立ってきたら、認知症の可能性もあるので、病院

で総合的な検査を受診する。 
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おわりに 

 

 ここで示した指導ガイドは、あくまでも参考例として示したものです。みなさんの団体の状況に

よって指導のポイントは変わってきます。まず、視聴者が所属する団体の事故の現状や交通

安全上の問題を把握し、どのような点を強調して指導するかを明確にすべきです。指導者が

団体の状況とＤＶＤの内容を重ね合わせて指導することが、より有効な交通安全教育とするた

めに重要なことです。 

 本ＤＶＤを利用して、指導者の皆さんが効果的な交通安全教育を実践していただければ幸い

です。 
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※この著作物の著作権は、自動車安全運転センターに属します。 

 

 

 

 

〒102-0084  東京都千代田区二番町 3 番地 

電話 03-3264-8600（代表） Fax 03-3264-8610 
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交交通通安安全全教教育育ＤＤＶＶＤＤ  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

冊冊  子子  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

安全運転をつくろう。 

自動車安全運転センター 

資料４ 
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ははじじめめにに  
 

 自動車安全運転センターでは、交通安全に関する様々な取り

組みを行っています。その活動の一環として、交通安全教育ＤＶＤ

を制作しました。 

 今回は「シニアドライバーの安全運転」と題して、高齢運転者に

向けた交通安全教育ＤＶＤを制作しました。 

内容は、高齢運転者の事故の特徴（高齢運転者に多い事故、

高齢になると増加する事故）に着目し、「出会い頭事故」、「追突事

故」、「右左折時の事故」の３つを取り上げ、その防止策を解説し

ました。 

 この冊子は、「シニアドライバーの安全運転」のＤＶＤの概要を紹

介したものです。ＤＶＤの視聴と併せて活用していただければ幸い

です。 

平成２７年 自動車安全運転センター
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○シニアドライバーの事故の特徴は以下のとおりです。 

 

①事故件数の経年比較 

下のグラフは、平成 15 年の事故件数を 100 として、平成 25 年

までの 10 年間の事故件数の推移を 64 歳以下と 65 歳以上に分

けて示しています。 

64 歳以下については過去 10 年間で約 40%減少していますが、

65 歳以上の事故件数は約 17%増加していることがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：交通統計（公益財団法人  交通事故総合分析センター） 

 

 

 

 

 

１１ ．．シシニニアアドドラライイババーーのの事事故故のの特特徴徴   
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②死亡事故件数 

下のグラフは、事故１万件あたりの死亡事故件数です。 

年齢が高くなるにつれ死亡事故件数が多くなる傾向があり、シ

ニアドライバーが一旦事故を起こすと死亡事故などの重大事故に

つながる可能性が高いことを示しています。 

 

 

 

 

 

 

資料：公益財団法人  交通事故総合分析センター 

 

④シニアドライバーに多い事故 

下のグラフは 65 歳以上に多い事故を示しています。 

65 歳以上に多い事故「出会い頭事故」、「追突事故」、「右折

時の事故」です。この３種類で、全体の約３分の２を占めています。

なお、この３つの事故が多いのは 64 歳以下も同様です。 

 

 

 

 

 

資料：交通統計（公益財団法人  交通事故総合分析センター） 
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⑤高齢になると増加する事故 

高齢になるにつれ増加する事故は以下の４種類の事故です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

★この冊子では「高齢者に多い事故」、「高齢になると増加する事

故」の中から特に重要と考えられる 

「「出出会会いい頭頭」」  
  

「「追追突突」」  
  

「「右右左左折折時時」」  
の事故に着目し、その防止策を解説します。 

 

■■■■ 「シニアドライバーの事故の特徴」まとめ ■■■■ 

◎ 65 歳以上の交通事故は年々増加傾向です。 

◎ 死亡事故件数は年齢が高くなるにつれ増加傾向です。 

◎ 65 歳以上に多い事故は「出会い頭事故」、「追突事故」、「右

折時の事故」です。この３種類で、全体の約３分の２を占めてい

ます。 

◎ 高齢になると増加する事故は「出会い頭事故」、「右左折時の

事故」、「車両単独事故」、「後退時の事故」です。 
 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

出出出会会会いいい頭頭頭事事事故故故   

右右右左左左折折折時時時ののの事事事故故故   

車車車両両両単単単独独独事事事故故故   

後後後退退退時時時ののの事事事故故故   
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運転行動診断票集計結果（一時停止標識のある交差点）
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27.6

46.8

61.3

26.6

77.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

交差点手前での徐行

一時停止標識の確認

確実な停止

停止位置

交差道路の安全確認

二段階停止

実施できた 実施できなかった

 

 

 

（１）一時停止の重要性 

 

①運転行動診断の結果分析について 

70 歳以上の方は免許更新時に高齢者講習を受講しますが、

自動車安全運転センターが高齢者講習結果を分析したところ、

「一時停止位置」で正しく止まれた方は約４割でした。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：高齢運転者に関する調査研究Ⅲ（自動車安全運転センター） 

 

このことは、６割の高齢運転者が停止線手前で正しく停止して

いないことを意味します。 

また、高齢者講習の現場指導員の多くが、高齢運転者の特徴

として、自分は停止しているつもりだが、客観的にみると完全に停

止していない人が多いことを指摘しています。 
 

★あなたの一時停止も、もしかしたら完全に停止していないので

は？ 

２２ ．．出出会会いい頭頭事事故故をを防防止止すするるたためめにに  
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②事故防止のための注意点 

一時停止は、自分が周囲の安全確認を行うことが第 1 の目的

ですが、この他に、交差点付近の他の車両や、二輪車、歩行者、

自転車などに、自分の存在を知らせると言う重要な役割がありま

す。 

自分だけが安全を確認できれば良いのではありません。周囲に

自身の存在を知らせることで、相手も危険に備えることができるの

です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③正しい一時停止の手順 

正しい一時停止の手順は以下のとおりです。 

① 停止線手前で完全に停止したことを確認します。停止したと

思ったら、 
 

② 念のためブレーキをもう一度しっかり踏んで下さい。 
 

③ 停止した状態で左右の安全確認を必ず行います。 
 

④ その後、状況に応じた速度で走行しながら、左右の安全を確

認して交差点に進入します。 

 

こうすることで、周囲の歩行者や 

自転車は道路を横断する手前で車 

の存在に気づき、必要な対応をとる 

ことができます。 
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停止線手前でしっかり停止したことで安心してしまい、左右の

安全確認を忘れてしまうと本末転倒です。左右の安全確認を忘

れず実行して下さい。 

 

特に見通しの悪い交差点では、停止線手前で確実に停止し

安全確認をした後、何回か停止・徐行を繰り返し、さらに安全を

確認してから交差点に進入します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

普普段段ああままりり意意識識せせずず一一時時停停止止をを行行っってていいるる方方はは、、一一度度意意識識

ししてて正正ししいい一一時時停停止止をを行行っっててみみてて下下ささいい。。安安全全運運転転にに大大切切ななここ

ととはは、、正正ししいい一一時時停停止止をを習習慣慣化化ささせせるるここととでですす。。  
 

 

④その他の注意点 

○停止はするものの、安全確認をしていない、いわゆる漫然一時

停止や、交差点の見落としに注意が必要です。 
 

○自分が通行している道路の方が、交差する道路より優先の場

合、つまり交差道路側が一時停止の交差点であっても、明らか

な優先道路の場合を除いて、徐行し、よく確認をして通過する

とより安全です。 
 

○ 信号のない交差点では、相手が「譲ってくれるだろう」ではなく、

相手に譲ることが大切です。 
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⑤バイクを運転する場合、徒歩や自転車で道路を横断する場合  

○バイクを運転する場合も、自動車と同様の注意が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 自転車や徒歩で道路を横断する場合は、一時停止をしっかり

せず安全確認が甘い運転者が多いことに注意し、自身の安全

確認を確実に実行して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■■■■    「（１）一時停止の重要性」まとめ    ■■■■ 

◎ 一時停止には、自分が周囲の安全確認を行うことだけでなく、

周囲に自分の存在を知らせると言う重要な役割があります。 

 

◎ 一時停止は、停止線手前で完全に停止して、左右の安全確

認を忘れずに実施することが重要です。 
 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 
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（２）駐車場出口における一時停止の重要性 

 

①事故防止のための注意点 
 

 駐車場から出るとき、右側から来 

る車ばかりに気を取られ、左側の安 

全確認が不十分になりがちです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

道路に出るときには、相手に自 

分の存在を気づかせるためにも、 

歩道の手前で一時停止することが 

重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

見通しの悪い場所では、歩道の手前で一時停止しても、運転

席からは左右の状況を確認できないため停止は無駄と考えてい

る運転者が多いようです。しかし、相手に自分の存在を知らせる

ためには、重要なことです。 
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②正しい一時停止の手順 

駐車場出口における一時停止の手順は以下のとおりです。 

①歩道の手前で必ず停止します。 

②自分の車の存在を知ってもらってから、ゆっくりと前進をして、

更に停止します。 

③少し視界が開けたら、今度は自分が左右の安全を確認しま

す。 

◎車道を走る車だけでなく、左右の歩道上の人や自転車への

注意が大切です。 

 

 お互いに道を譲ってくれると思い、発進すると相手も発進して事

故になるケースがあります。 

このような時は、自動車側が道を譲り、先に行ってもらうのが確

実な方法です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■■「（２）駐車場出口における一時停止の重要性」まとめ■■ 

◎ 駐車場から道路に出るときには、相手に自分の存在を気づか

せるためにも、歩道の手前で必ず停止します。 
 

◎ 車道を走る車だけでなく、左右の歩道上の人や自転車への注

意が大切です。 
 

◎ お互いに道を譲ってくれると思い、発進すると相手も発進して

事故になるケースがありますが、その時は、自動車側が道を譲

りましょう。 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 
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車間距離を空けることの重要性 
 

★追突事故は若年層に多く、高齢になるにつれ減少傾向ですが、

それでもシニアドライバーの事故の２割強を占め、出会い頭事

故に続き２番目に多い事故です。 

 

①事故防止のための注意点 

車間距離を充分に保つと、前方の視界が確保され、周囲の状

況を確認しやすくなります。 

一方、車間距離が短いと、視界の多くを、前の車が遮ってしま

い危険です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②追突事故防止のためのポイント 

追突事故を防止するためには、運転中に考え事をしたり、同乗

者との会話に夢中になったり、わき見運転をせず、運転に集中す

ることが大切です。 

３３ ．．追追突突事事故故をを防防止止すするるたためめにに  
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◎体調不良や疲労は集中力を欠く原因の 1 つです。 

運転前に体調が良くないと感じたら無理に運転をしないで下さ

い。また、長距離運転の時は、若い頃よりこまめに休憩（１時間

に一回を目途に）を取るようにして下さい。 
 

加齢に伴い、視力の衰えや反応時間が遅くなるなどの現象が

現れてきます。身体機能の衰えは余裕を持った運転でカバーして

下さい。 

 

③バイクを運転する場合 

バイクを運転する場合も自動車と同様に、車間距離を充分保っ

て下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■■■■ 「車間距離を空けることの重要性」まとめ ■■■■ 

◎車間距離を充分に保つと、前方の視界が確保され、周囲の状

況を確認しやすくなります。 
 

◎ 追突事故を防止するためには、運転中に考え事をしたり、同乗

者との会話に夢中になったり、わき見運転をせず、運転に集中

することが大切です。 
 

◎ 体調不良や疲労は集中力を欠く原因の 1 つです。運転前に体

調が良くないと感じたら無理に運転をしないように、また、長距

離運転時は、若い頃よりこまめに休憩を取るようにして下さい。 
 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 
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（１）右折時の事故防止 
 

★右折時の事故はシニアドライバーだけでなく、全ての年齢層に

多い事故です。しかし、右折時の事故は、加齢に伴い増加傾

向です。 

 

①事故防止のための注意点 

右折時の右側は見にくいため、意識して確認することが大切で

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ただし、右側のみに意識が集中してしまうと、左側から来る歩行

者や自転車への注意が疎かになりがちです。 

 

 

 

 

 

 

 

４４ ．．右右左左折折時時のの事事故故をを防防止止すするるたためめにに  
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◎速度を充分に落とし、左右バランス良く安全確認をして

下さい。  
 
②徒歩や自転車で横断歩道を渡る場合 

自動車の右側には死角があります。 

徒歩や自転車で横断歩道を渡る際は、右折してくる自動車の

死角に配慮して下さい。 

 

③右折小回りの危険 

信号の替わり際などに無理な右折は禁物です。無理に右折を

しようとすると右折小回りになりがちです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

右折小回りをすると、交差点全体の安全を確認しにくく、速度

が速くなりがちであるという危険があります。 

 

○右折小回り開始位置（自転車からは確認できません。） 
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○ 右折小回り開始場所からの運転者の視界（交差点全体が見

渡せません。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全な右折は、交差点中央手前まで進んで、左前輪が中央

のやや手前を通過するコースです。 

 

○ 正しい右折：交差点中央付近からの運転者の視界（交差点全

体が見渡せます。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎右折時には、ゆっくりと、できれば交差点中央手前で停止して

交差点全体の安全を確認してから右折を開始して下さい。 
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④その他の注意点 

○信号の変わり目は、自動車だけでなく、歩行者や自転車も急い

で渡ろうとし、事故が多いので、特に注意が必要です。 

 

○信号を無視して横断する歩行者・自転車の存在にも注意が必

要です。 

 

○信号機に右矢印が点灯する交差点では、右矢印が点灯する

のを待ってから右折するとより安全な右折が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■■■■■■ 「（１）右折時の事故防止」まとめ ■■■■■■ 

◎右折時の右側は見にくいため意識して確認することが大切で

す。 

 

◎ただし、右側のみに意識を集中するのでなく、速度を充分に落

とし、左右バランス良く安全確認をすることが重要です。 

 

◎信号の替わり際などに無理に右折をしようとすると、右折小回り

になり危険です。右折小回りは交差点全体の安全確認がしに

くく、また速度が出やすいという危険があります。 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

資料-63



 

（２）左折時の事故防止 
  

★左折時の事故についても、右折時の事故と同様、加齢に伴い

増加傾向です。 

 

①事故防止のための注意点 

左折時の左側はピラーなどで死角が生じるため意識して確認

することが重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長年の習慣から、左側の安全確認ばかりに気を取られ、左折

先道路を右側より横断する歩行者・自転車を見落としてしまうこと

があります。 

 

右折時の安全確認と同様に左折時も左右バランス良く注意す

ることが大切です。 
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②自転車やバイクを運転する場合 

自動車の左側は、自動車にと

って死角となりやすい場所です。

バイクや自転車を運転する場合

は、左折する自動車の左側に入

らないようにして下さい。 

 

 

 

③右左折時の注意点（方向指示器を早めに点灯） 

方向指示器を早めに点灯させ、後続する車両や、バイク及び

自転車に合図をすることが重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※合図を忘れたり、出すタイミングが遅くならないように注意が必

要です。 

■■■■■■ 「（２）左折時の事故防止」まとめ ■■■■■■ 

◎左折時の左側はピラーなどで死角が生じるため意識して確認

することが重要です。 

 

◎左折時も左右バランス良く注意することが重要です。 

 

◎方向指示器を早めに点灯させ、後続する車両や、バイク及び

自転車に合図をして下さい。合図を忘れたり、出すタイミングが

遅くならないように注意が必要です。 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 
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の事故リスク比（人身事故）
30-44歳の事故リスクを1とした場合の「ブレーキとアクセルの踏み間違い」
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①健康管理の重要性 

○眼疾患に注意 

緑内障などの眼の病気により、視野が欠けたり狭くなったり

すると、交通事故の危険性はますます高まります。40 歳以上の

20人に１人、70歳台の 10人に１人は緑内障とされており、緑内

障にかかっている人の比率は年齢と共に増加していきます。 

視野がせまくなったり欠けたりする症状は自覚することが難し

く、事故を起こして初めて気づくケースもありますので、定期的

に眼科検診を受診することをお勧めします。 

 

○認知症について 

車両のいたるところにキズやへこみが目立ってきたら、空間

認識力の衰えが心配されます。認知症の可能性もありますので、

病院で総合的な検査を受診するよう指導して下さい。 

 

②その他 

65 歳以上になるとアクセルとブレーキの踏み間違いのリスクが

高くなるという研究結果もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：矢野ほか，高齢運転者の運転操作誤りによる事故の分析，（一社）交通科学研究会平成 26 年度

学術研究発表会講演論文集 P27-28 

５５ ．．そそのの他他のの注注意意点点   
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※近年、「先進安全自動車（ASV）技術」という、先進技術を利用

してドライバーの安全運転を支援するシステムを搭載した車両

が普及しています。 

 

③身体機能の低下は余裕を持った運転でカバー 

若い頃は事故を１回も起こさない優良ドライバーだった人が、高

齢になり、突然、死亡事故などの重大事故を引き起こすケースが

あるそうです。 

誰しも年齢を重ねると身体機能が低下してくるのはごく当たり前

のことですので、速度や車間距離に余裕を持った運転をするとと

もに、こまめに休憩をとりましょう。 

 

④おわりに（不安全行動の学習）  

運転経験を積むと運転技量の向上だけでなく、不安全な行動

も学習してしまうことをご存じでしょうか。 

例えば、一時停止をしっかりとしなくても事故にならないことが

何回も続くと、「停止線で止まらなくても安全」と思い込むようにな

ります。さらに、一時停止しないことに慣れてくると、停止することさ

え意識しなくなります。 

長期間事故を起こさずに運転を続けていると、「自分は安全運

転が出来ている」と思いがちですが、単に運が良かっただけかもし

れません。 

誰しも他人に自分の運転をとやかく言われたくはありませんが、

定期的に信頼のおける人に同乗してもらい、運転をチェックしても

らうことは、自分の危険な運転を自覚するために必要なことです。 

また、高齢者講習は自分の運転をチェックできる非常に良い機

会です。 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

★シニアドライバーの皆さん、進んで他の人のアドバイスに耳を傾

ける心の余裕を持ち、いつまでも、元気で安全運転を続けて下

さい。 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
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